
スギ林間伐試験の成績(第 1 同報告)
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若者4は大正 5 主I三(皇 2576、 西 1 9 16) 以降昭和 4 !cJ三 (皇 2589、西 1929) に至る間約 13 年間

林啓博士寺11時渡氏の指導を受け間伐に閲する技術を撃んだものである、其の閉世界の各所に行

はれて居る種々の間伐型式K就て彼此考査を行ったのであるが.究極ずる慮、間伐の基本型式

として次ぎの二種のものを選びだしたのであ る。
¥ 

J. 寺崎式 B 種間伐

2. 俳図式上居間伐

之、むある、而して尚之に就て細心の研究を進めて見?と鹿‘此の上掲の二種の間伐・を結合して

更に著者自身の工夫ìZ:: tJ:る此の二種の間伐を折衷せる間伐型式を編成するを得たのである、般

に之を折衷式各居間伐と名づくるととと する。

本報告は此の三種の間伐をスギ林に施行し共の成果を比較研究せるもの を主た る内容として

居るのである。

備本試験を貴行 し得たるととは本試験開始首時(昭和 4年、皇 2589、西 1929) の東京皆林局

主主林課長早尾丑!麿氏並に皆林局技師窪田圏平氏の絶大の助力の賜で、るる特記して深甚感謝の意

を表す る失第である。

本研究の内業並に外業に直接間接助力を賜はりたる各方の其の営時の官氏名'k下の如く列記

して永く共の)享意に感謝したいと思ふ。

植田町管林署長 1醤林署投手 山崎 泰 義

同 同 丹羽芳 次

同 同 藤田徳鮮

同 替林署属 宮間綱男 ‘、.

森林主主事 桑 原惣街

!司 小貫安 害

林業試験場投手 、 佐多 ー 至

|可 大 城 川 次 郎

同 小池益 夫
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試験地の位置面積其他基本資料

試験地は繭J蒔l路石峨震11川部村大字山玉字俳共山小字自殺園有林のスギ士吉林ヲ也の中に設けられ
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て居る 、 而して共試験直は三つに介たれて居る邸ち

~~ 1 抗試験区 寺11時式 B f:ill ll\1伐施行直 Ii硲抗( 1 ) B 舵

T瓜右ミ 0.3556 ]f白

!1~ 2 披試験恒 例;図式上府間伐施行区 略蹴 (II ) 上府

面積 0.3263 陥 • 
!;i'}3披試験匡 折衷式各居間伐施行直 lif告蹴 (III) 各府

面積 0.4483 附

之である。

共各試験匿の地形並に立水位置闘を示すと

!$ 1 岡版試験地地形並に立木位置岡共 1，同其 2 及び共 3 の嫌である。

次ぎに第:1 間間伐施行賞時、 第 2 間間伐施行賞時帥ち昭和 4 (，1三 11 月及び昭和1 16 年 3 月賞

時 IC於ける毎木調査の結果を (1) 直僅階別、 樹高階日IJ (2 ) 直径階別. 校下高階別 (3) 直

倖階別、 校張階別の 3種K分ち共の本数分配表を示すと . それは資料第 1 表より第 6 表 (末尾

K附す〉 の様である。

試験経過の大 要

明治 33 年(皇 2560 ，間 1900) 植栽

大正 8 年(皇 2579 ，四 1 9 19) 普通事業と して!間伐施行

昭和 4 年 11 月 (皇 2589 ，西 1929) 試験第 l 岡間伐施行

昭和 16 年 3 月(皇 2601 ，西 1941 ) 1試験第 Z 間間伐施行

教で一寸・本試験地の沿革をfH'îJ!llに記述する必要があると忠ふ 、 元来本試験地設置の目的は何

庭tてるるかと云ふと.現山林局業務課長の早尾技師が東京管林局の法林課長をして居られたと

きに昭和 4 年 11 月設時著者にg&J し、植田町附近十 数皆林署の事業医主任及び法林主任を此の

目粂閤有林に召集 し、 之等の人に劃 し間伐の賢地指導を依l思せられた事K始まるのである 、 そ

とで著者は首閤有林内 1'( 3 個のオ駆11Æ地を設けて、 之に各異在る極矧であって 、 且間伐の基礎71手

と著者には信ぜらるる 2 種の間伐 (上記参照) 及び是等 2 種の間伐を更陀綜合せる 1 程の自 由

型!印ち著者の創意に成る 1 麗の各居間伐の 3 つの試験直を設定したのである 、 従って蛍初の 円

的は異なれる間伐型式の範型を示 して質地指導の兵K供すると云ふ鼎il'L主たる目標を置いたの

である 、 それ故、 設定の嘗時此の 3 試験匿の地位は只大惜lて於て同ーと見ると云ふ常識判断l乞

ょったもので、此の賂~ I'L劃 し般街友る般討は行はなかったのである ‘ 然るに共の後此の試験林

を林~8lit!強地と して存置 し、間伐の研究tc供するとととお:ったのである。

印ち異tJ.れる種類の間伐が成林J伏態κ及ぼす影響を試験せんとする意味に目的を捷へた と す

れば共成績調脊に営り 先づ地位の判定を必要とし、 共の比較的に地位下なり .と認めらるるもの

f 
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iζ kI:イIIJか宜数を修正して合迎的の比較を主主し得る様にする裂を生やるかも知れないのである 、

此の事について以下数行を叙 したいと思ふ。

先づ第ーに試験地の向きで通うるか、 之は末尾に附したる地形闘に依って大韓同ーの向きで遣う

ると とが認めらる るのである 、 ;j.くぎ K地位であるが、 之は試験結果のj芹頭 |乞掲げた通り (樹高h .

直控i'C依る地位の比1民参!!の .試験開始嘗時f'[1Jきける (昭和l4 年 11 月)平均樹高 . 平均直径を

基本の材料として比政検討して見た底大障に於て三者向ーの地位1'L.ì1うると認めらるるのであ

る . 然し友がら極めてÍi'æ密K云へばtJ!} .2 競試験地の地位が他の二者に比して梢下位にあるを感

ぜしむるも のがあるのである。

試験方法の 大 要

第 l 披試験匿には寺山奇式 B 種間伐を雄行するのであると書けば既にそれ以上の設日月を要せ

ないが、 教に重複を魔悟して平tJ細かく書くと、 1 殻は伐らえ工い . 2 殺の a は伐るとともあるが

大鵠に残す場合が多い. 2 級の b は原則として伐る 、 2 級の C は大部分伐 り 一部残す、 2 放の

d も大部分伐り 1 音[1残す、 3 級は残存林分の欝問調21・j附として立た しむると云ふ意味κ於て共

の一部を伐り部ーを捜す、 4 級は原則として伐る、 5 級は勿論残存せしめないのである。

おち 2 蹴匿には官|植|式上}!~ì十間伐を施行するのである、而して元来此の間伐型式は澗葉樹林にあ

てはめ可きものを本試験に於てはスギ林tとるてはめたので・あるから共所に多少の主任理がある棋

である 、 同時K元来此の林分が臨1:'往に於て~H '，首長き却ImJ B種間伐を以て取扱はれて主将たもので

あるから 、 之にきj し突然間伐型式を改めて俳園式上j畳間伐を施行するのである、それ故此所に

)yj・2自作業種蜜更の時に起るか如き非!担日と似て居る種類の無理の起るととも菟れ難いのである。

そとで特κ此の試験林にあてはめた1;J 1}障!式上居間伐の内容を設11月すると下の様である。

先づ務ーに A 放と認むるものは伐らない . 13 赦と認むるものの中で直接隣接の A 級に劃し

て支障をなすも のは伐る 、 じ級はmU!IJとして全部残す 、 但し梢頭が枯れてl担死の欣態lとるるも

のは便宜 D t:J. る叡に編入して伐るととに して居る、従って表看板には俳図式上居間伐と掲げ

ではあるが其の内容は上記の如く柏異なるものかあるから d 本来ならば斡放を示す記蹴1'，ζ は .

a , b , c 等の/)、文字を用ふべきを特K本試験K於ては A ， 13 ， C 等の大文字を用ひて本来の型

式と匡別して居るのマて.æ，る。

第 3 披匿には所謂折衷式各紙!廿j伐を施行したのである 、 ミ子手千は自著簡易!日i伐ー般(昭和 13

(,F 1 1 月 1 8 目、 青森畿林局〉に於て始めて幹殻の漣絞l生及び斡級の同{やl主主主る弓つの術語を

世K瑳表したのであるが 、 是等の現象殊IZ::連鎖性な る事質を認める概念から各個樹を見ると 、

共の rl~ f'[常に或る二つの幹殺の rl-I IIJJ とも見るべきものは存在して居るのでるる.されば或る樹

木の幹級は之を寺1I吟式のI:[1~m汲に営ては告うて云ふよ りも.付I~図式の或る~[1~級l亡嘗てはめて云ふ方

カ1ー居泊合し、之と反到に或る他の樹木の幹級は1?1~図式の幹級K嘗てはめて云ふ よりは守・11 1奇式
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の或る幹殻lて嘗てはめて云ふ方が一居趨合して居るととも共にあり得るのである.先nかる解離 ・

のもとに折衷式各居間伐に於け る各個樹の取扱ひ制限i依書きにすると下の様である。 r

1. 客観的に見て誰の目 K も疑問を押し狭む飴裕なき I 級叉は A 級は残す。

2. 1 級又は A級に支障を及ぼすと認めらるる 2 級と B 級及び l 級と :t級と の中間のもの、.. 
A 級と B 般との中間のものと感ぜらるものは、共の及ぼす.べ.き支障の多寡を肉眼にて判断 し

¥ 
j直宮Kイえり又は残す。

3. 3 級又は C 殻の局部的に群立する{問所ーに して . 共の立木皮密に過ぐと判断し得るもの

に劃しては.共の中の或るものを趨蛍に伐る。

4. C 級と D 部との中間と認めらるるもの又 Irl3 殻と 4級との中間と認めらるるものは全

館的の欝閉の如何を割象と 巴伐り又は残す。 ‘ 

5. 4 放と認めら るる ものの中.今直ちに強ひて伐伺す る主要左しと感ぜられ且梢ID'J健在のも

のは践す. 但し明に 4--級と認めらるるものの大部分は伐る。

之を要するに第 l 披寺崎式 B 種間伐、 第 2 抗制1\図式上居間伐の 2 試験直K劃しては、幹殻

lて基調を求めて出来る限り主同めた取扱ひ制J して居るが、第 3 蹴各居間伐の試験直に劃し
ては著者の肉眼に映やる感魔を基調とし、出来る限り自F.f3 t:J:る間伐を旋行して居る賠が頴著左

る釜JJ!i:\を友すも のである。

今此の 3 者の伐 り方をÍf{ß型的仮設闘を作って示す と それは第 2 1劃版間伐範型闘共 1 ，共 2 及

び共 3 の様Kた るのである . 叉是等の賓l僚の有J際を試験地内の一部に就て岡上の ト ランセ ク ト

を設定し共の側商・を示すとそれtf第 3 固版間伐前後剥)1ft側面図共 i ，共 2 ，共 3 ， J与 4 ，共 5 及

び共 6 の様iとなるのである.共の ~I~共 1 ，共 3 ，共 5 は各第 1 間間伐首時.共 2 ;共 4 ，共 6 は

各5f~2 同間伐首時を示すものでるる(以上 9 枚の岡版は末尾 lとあ り〉。

弐ぎに是等 3 種の伐り方を幹級別直径放別に示すとそれは共ぎp表 1 (第 l 同昨日伐蛍時) 表

II (券í;'2 同間伐首時)の様忙なるのである。

表 1 ' j降級別直使殻別間伐前後本政制服表

(1) B種 (昭和 4 年 11 月第 1 岡間伐蛍時)

一一|マ幹級X言L7よI 6 8 10 12 14 16 i8 20 22 24 26 28 30 32 34 35 38) 

1 2 4 22 10 13 9 11 2 3 
dア\ニ 2a 

林 2b 1 1 2 3 1 S 

間
2c 1 5 B 6 5 2 2 1 30 

2d 1 1 2 

伐 2e 

町、，町J 
3 3 10 28 57 52 38 28 12 7 3 1 239 

4 4 8 10 12 4 38 

5 1 1 

4 11 21 42 70 57 66 39 32 18 16 4 3 
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よ司 6 8 10 12 14 16 ] 8 20 22 剖 26 28 30 32 34 36 ペ 言十

1 

2a 
|同

2b 1 1 。“ 3 一一 1 8 

2c 1 4 7 6 - 5 。“ 2 1 28 
{:l乙

2<1 1 1 2 

2e 
木

3 1 7 , 14 31 20 14 9 3 “ 。 1 102 

4 4 8 10 12 4 38 
司例町E

6 1 1 

す1・ [ 1 ー - 4 9 ]8 28 41 30 20 10 10 4 

1 2 4 22 10 ] 3 9 11 2 3 1 77 

2a 

残 2b 一, 
2c 1 1 2 

2d 
存 2e 

3 2 3 14 26 32 24 19 9 5 2 1 137 

木
4 

5 

言ト「 3 14 29 37 46 29 22 14 13 3 3 
組

(1J) 上 j奇

よ司 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 I 百十
全
林 A 1 8 26 28 24 19 9 2 2 _. - 1 120 

I伐首j B 2 10 25 23 19 15 5 5 1 105 

前、、J C 1 。“ 4 22 34 25 15 12 5 1 1 1~0 

IT-十 2 4 24 45 56 64 59 44 25 15 3 
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幹扱別直径級別間伐前後木放射照表

B種 (昭和 1 6 "f二 3 月第 2 fËlJ間伐蛍時)

表 11

(1) 

計

R
U
4
4
1
4
 

寸
よ

1 1 3 6 10 1 12 8 14 11 6 

4 

3 2 。a 3 

115 

4 

1 

3 1 6 12 18 19 26 17 11 2 
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2 
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。
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“ 2 

\、

間

伎

73 3 3 3 8 

、ー

‘ 

15 15 13 9 1 2 計
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υ
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342  24 1 

2' 2 3 4 3 6 11 11 7 4 

計 i 一一 3 23 43611141482 5 1 一 一一一一 - 1 76 
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存
木
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1 5 18 23 20 24 20 11 4 - 1 127 

2 1 4 2 3 2 1 1 15 

1 1 3 9 14 7 17 14 11 9 5 1 1 92 

計 14 ーに斗ごと

試験の結果及び之に封する各種検討

1 樹高ー直径による地位のより較

末尾K附したる資料表(資料第 l 表、同N~2 表参照)~より昭和 4~三(皇 2589 ， 西 1929) 並に

昭和 16 年(皇 2601 ，西 1941)の間伐前に於ける樹高の分配を見ると次ぎの第 l 表の械で・ある。

第 1 表 樹高 一覧

其 1 I昭和 4q三 11 月第 1 間関伐営時

"-...... 樹高|
.......... m 

試験直...........---.1

(I) B種|

(][)上腎 l
山 各暦!

5 ﾔ '1 8 9 1 ﾛ 11 12 13 14 16 16 11 j 8 19 20 21 22 計|平均

1 一一 一 - 2 4 5 17 47 69 57 77 57 39 18 1 1 

iω116.00 :1:: 0.06 7 

1 454 1 16 .4 土

一 一 一- 1 - 1 8 21 48 50 72 65 56 18 3 2 -

一一一一 1 1 2 2 12 25 7310113071 31 4 1 -

共 2 !昭和 16 年 3 月第 2 問問状:'f1j時

"-.....樹高il ‘ 一一寸一 .1 一一一一一一
~ m I 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 計 l 卒均

試験直 """1 I 
( l) B種|一一一 一一一 1 - 4 6 21 27 46 40 29 30 6 2 3 1 1216 1 川0 :1:: 0 . 093

( ][ )上暦 l 一二 1 一 一 1 2 5 12 37 32 55 44 34 25 9 1 - 1 - 1. 259 1 20 恥O 附

斗江主12 - -1 ー ~6_~~6 44 58 65 52 28 8 - 1 - 1310 I~~2 :1:: 0.08壬

此の表lてよってみ る と、元来各試験匿を試l鎗地として決定した昭和 4 年 11 月と云ふ月日以

前の取扱は如何であったかと云ふと、それ迄は此の林分は金林を通じて同ーの取扱を受けて来、

たものである 、 従って斯くの如き平均吊i. iL:避のあると と は、共の各木材也に於ける地位を異にし

て居る結果と見るとと が出来るのである、されば斯くの如き数字の上に表はれた平均高の差を

統計数製的に見て 、 それが意味のるるものでるるか或はそれが取なる偶然的のものであるかを

決定する必要があるのでる る、町も昭和 16 年 3 月陀於ける数字に到しては蹴陀昭和 4年 11 月
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首時の異なれる 1111伐の影響が幾分か:;IJUはって居る も の と見る とと が出来るから 、地位を比較す

る と云ふ目的K劃 しては 、 昭和 4 年 11 足首時部ち第 l 間間伐施行前の平均高を比較すると と

のみによって或る一つの結論に到達し得る理でるる。

今第 1 競試験地の平均高を Eし と し第 2 読試験地及び第3 銃製蛾地のそれを夫k H2' Hg と

・ し是等の平均高の確率誤差を各 r1 ， r_2) r3 とすれば

(Hl~rJ)ー (H 2 土 r2 ) = (H1 -H2 ) 土〆王宮王五す= (1 6 .29-1 6.00) 土 〆0.072~ +0.0672 = 

0.29土 0.098= hμ2 土 fV2 邸ち hμ2く3rJ ' 2 :.hJ'2 は意味方:き数字左 り

(H 2土心一 (H 3 士 九) = (H2-H3) 土〆五百五'f" ，= ( 1 6 .00-16.43λ/0.0672 十 0.0 43 " = 

0.43 土 0.079 =h2日士 fp 3 邸ち h2 . 3>3 r川 3 •• h 2 ' 3 は意味遣う る数字なり

(H3土 r3) - (H 1 土日)= (H 3一史 1) 士予/五百平五2= (1 6 . 43 -1 6.29)土 v勺.0432 + 0.072 2 = 

0. 14士 0 .0 83 = h?' 1 土 T3川部ち h3>1く3 f3>l .. h3'1 (.主意味なき数字なり

此の結果から云へば第 l 披試験地 と第 2 抗試験地と の聞には共の平均高K於て差あると と は

確認出来ない 、 叉第 3 抗試験地と第 l 蹴試験地と の聞に於て も共の平均高に差あると と は確認

酬改いのである 、 ひとり第 3 続試験ti!!. è第 2 続試験地と の問には共の平均高に差ある とと を

確認出来る 、 市 も第 3 披百点験地の方が精子均高が大である と云ふと とになったのでるる 、 換言

すれば、 第 1 ~試験地を基準と して見る とき tc 3 試験地の地位は大館K於てー致して居る もの

見る とと か出来るが~n抗試験地を基準と して見るときに第 2 鋭試験地の地位梢下にあるとと

を感ぜ しむ る も のがあるのである。

次ぎに直傑に就ても之と同犠の検討をh1.主って比たのである 、 先づ各試験匿の直艇を締賀し

て見る ふそれは次ぎの第 2 表の犠である。

第 2 表直径一路

主主 1 昭和 4~è 11 月第 1 間間伐常時

平雪 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 

1 _ _ 4 11 21 42 70 67 G6 39 32 J 8 J 6 '1 3 1 _ 

1 2 ,1 24 45 56 61, 59 44 25 1δ3 2 一一 1

一 _ 1 ~ 6 5 32 29 60 88103 64 39 18 6 3 

其 2 昭和 16 年 3 月第 2 間関伐蛍時

計|不均

395 I 22 . 79 土 0. 1 62

345 I 22 . 39 土 0. 152

454 I 22.74土 0 .1 30

直宮 . I I 
、 Clll l 1 0 1 2 1 416182022 24262830323436384042 叫 46 48 50 52 I 計|卒均

試験l巨人~I

( I )B禄 | 一一一 1 _ 2 2 12 20 29 32 32 29 16 13 11 10 2 3 ー ピ 1 12吋2山0 . 260

C ll )上野 I 1 _' 2 3 9 18 26 28 19 38 40 25 25 12 4 6 1 1 一 一 1 - 1 257127 . 88 :l: 0 制

d)何 |--4361317 1331344742303222114 -j 一 一 - 1 3咋0山0 ， 229

王子均直径 も亦地位陀主j して全く無関係友りとは云ひ得お:いから 、 是等の数字 t，<:j\H して樹高の

場合と同様の比較~-I't.[を行友って見る と 下の様でるる。
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今第 l 抗試験地の平均直径を Dj とし第 2 ~抗試験地及び第 3 蹴試験士山の平均直筏を各科， 1\

とし、 是等4'-均直径の確率誤差 を各 1" 1' f2' rS ' とすれば、

(Dj土 日〉一 (D2 土 1・ 2)= (D j -D2 ) 土イ五可宗=(22.79~22.39) 土 〆江市斗 0].52 2 = 

0.40 土 0. 222= d1' 2 土 r1 ' 2 卸ち dJ '2<3 rj>2 .. d1 ' 2 怠 る数字は意味友 きもの友り

(D 2 土 r2 ) 一 (D3 土 r3)=(D2 -D3) 士〆r22 +弓 =(22.39-22. 74)土〆0. 1522 土 0 . 1 302 = 

0.3 5 土 0.200 = d 2'3 土 r川 印ち d2 '3く3 r2'3 ・ d 2 ' 3 1;主る 左 る数字は意味君主きものなり

(D3土心ー(D1 土 r1 ) = (D3 -D2 ) 土〆三耳石~ =(22.74-22. 79 )土〆0. 1 30 2 十 0.1 622=

0.05 土 0.207 = d 3 ' 1 土 T3 ' 1 印jち d3'1く 3 r3>1 .. d3'1 1;主る数字は意味なきもの左り

以上の結果に よ れば生 じ得べき総ての比i院に於て 、 3 者悉く意味注しと云ふ蹄着でるる 、 依

って平均直径の立場から見て此の 3 試験地には地位の差があるとは認められないのであ る。

されは以上 2 つの結果に根擦を求めて 、 是等 3 試験地の地位は大般に於て一致 して居るが強

いて云へば第 2 披試験地か柏下位にあると認めらるるのである。

2 . 本数材 積

昭和 4 q三 11 月 (皇 2589 ，四 1929) 試験開始以来昭和 16 ~I三 3 月 (皇 2601 ，凶 194りに至

る間に於け る本数材読の動きの賀政を示す と次ぎの第 3 表の様でるる。

第 3 茨 木教材積 の室主数

I (I) B種 (0 .3556h) I ( J[)上暦 (0.3263 h) I (]ll)各暦 (0.4483h)
試験 医(面積) I , ~ , " 

|本数 l 材 積 1113 1 本数|材積 1113 1 本数|材積 ll13
昭和 4 年 11 月第 1 f旬間伐iìtr 395 138.618 345 ] 06.870 454- 157.295 

/1 /1 、 /1 11 . I間伐木
179 52.281 85 24.262 141 51.031 

(45.32%) (37.7'2%) (34.64-%) (22.70%) (31.06%) (32.44%) 
11 11 11 11 互支存木 216 86.337 260 82.608 313 106.264 

I!丹和 16 ﾓ:lc 3 月第 2 間間伐前 216 191.044 259 165.723 310 239.865 

73 50.172 44 25.812 76 47.80� 11 11 11 /1 間伐木 (33.80%) (26:26%) (16.99%) (15.58%) (24.52%) (19.93%) 
/1 11 11 11 残存木 143 140.872 215 139.911 ,334 192.058 . 

之を jrj3宮;りに換算すれば共ぎの第 4表の;様である。

会主 4 事長 1 rヘグタ ~ Jレ」蛍り本数材腕

(1) B 種| (j[) 上 府| ( JU) 各 j寄

t弐 験 監

数 | 材積~) I 本 数|材積1L〉 |本 数 1 材積，伍n3 ) 本

昭和 4 年 11 月第 1 間間伐前 ] .11J 1.057 1 013 350.870 
(1.403.330) (1.179.076) (1.263.132) 

/1 11 11 11 間伐木 503 147.022 260 74.355. 315 113.832 
(529.279) l' (267.678) 

. (409.795) 
11 11 11 11 践存木 608 242.792 797 253.166 698 237 038 

(8干4 .051) (911.398) (853.337) 

• 
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. 0) B 上 各 陪
2え 験 Mf 

数|材積込) I 本 数 I 材積γCn石~) I 木 数 I 材杭n山(、石3 ) 木

昭和 1 6 年 3 月第 2 岡!':'H伐前 60S 537.244 794 507.885 692 535.055 
(1.934.078) (1.828.386) (1.926.198) 

" " " " 出う伐木 205 141.091 135 79.105 169 106.641 
(507.928) (828,386) (383.908) 

If '" " " 残存木 403 396.153 長59 428.780 523 428.414 . (1.426.151) (1.543.608) (1.542.290) 

JLiz 積 1.111 684.266 1.054 582.240 ] .007 648.887 
(2.463.357) (2.096.064) '1 (2.335.993) 

蛍初材積に封ず る.比 率 ] .755 1.777 1.849 

此の第 4表より極々の場合に就て比較を行なったのである

(1)昭和 4 年 11 月より昭和 16 年 3 月 K至る 11 年間K於け る組成長量卸ち主副林木合計

の成長量は次ぎの計算で求めらるるのである 。

1 B 麗 (537.244-242.792)X 1/11 :::26.768 

II 上唐 (507.885-253.166) x 1/11 :::23.156 

III 各居 (535.055-237.038)X 1/11::: 27.092 

(2) 上記各成長量が試験開始嘗時以前の平均成長量に謝する比傘

木林地は明治 33 年の植栽に成る ものでるるから、昭和14 年に於ける林!拾は 29 である、而

して昭和 4年首時に於ける平均成長量は次ぎの如くにして求めたのでるる。

1 B f劯[ 389.814X 山9 == 13.442 

II 上唐 327.521 X 1/29 = 11.294 

III 各居 350.870X '/29::: 12.100 

今是等の数字を以て木.3t~の各林地に於ける成長量と見、是等数字と昭和 4 年以降に於ける平

均成長量との比率を求めて見ると弐ぎの様であ る。

1 B 極 26.768/13.442::: 1.991 (3) 

n 上居 . 23.1 56/1 1.294=2.050 (2) 

III 各居 27.092/12.100:::2.239 (1) 

(3) 昭和 4 年 11 月より昭和 16 年 3 月に至る 11 年間の主林木平均成長量

1 B 租 (396.153-242.792) X l/ll::; 13.942 

II 上唐 (428.780..-253.1 66)X l/ll::; 15.965 

III 各居 (428.414 -237.038) X 1/11::: 17.398 

(4) 上記各成長量が試験開始以前の平均成長量 tZ:~討する比率を求めて見ると下の様である

1 B 極 13.942/13.442::: 1.037 (3) 

II 上居 15.965/11.294= 1.414 (2) 

111 各唐 17.398(12,100 = ),438 (1) 
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(5) 11f1示/ / 16 (.1". :)月 第 2 間間伐前材街 (主副林木合計〉ぶ昭和 4 (, j'. 1 1 月第 11司1m伐後竣イ下

( 2 ) 

( 3 ) 

( 1 ) 

昭和 16 (. 1三 3 月 に於ける主林木1ォ杭がf!El ;[;n 4 年 11 月常時め主林木 (残存木) 材積K封

537.244/242.792 =.2.213 

507.885/253.166 = 2.006 

535.055/237.038 = 2.257 

材積Iζ封する比率

B 種

|二庶

各唐

II 

III 

I 

(6) 

する比率 , 
( 3 ) 396.153/242.792 = 1.63~ 

428.780/253.166 = 1.694 

B I{重I 

( 2 ) 上居II 

、
1

ノ

4
1A
 

f
'
t、428.414/237.038 = 1.807 各j昔III 

( 7 ) 昭和 4 年 11 月第 1 間間伐後の翠木材積が昭和 1 6 (，T'. 3 月第 2 岡間伐前K於け る車木材

積陀吉野する比率

是等の数字 11:就ては次ぎの第 5 去の如き結果を得?とのであある

吾存

216 

260 

313 

B

上
各

一I
1
E

材積関係比較の概要

以上を総括して共 1 11/百首りにf~するー成果を材積関係K就て示すと共ぎの如 き順位を示 して局

る 、而して本試験地は共の営初に於て陪蛍 り の本数4寸積を等しくして居ない 、 従って首初の相

3. 

材積成長関係比穣j順位表

寸1 B極 I n 上暦 I 1附
(1 ) 試験開始蛍時の材積に到する試験開始以後に於ける脚孜;穫材積白日 I 3 I 2 I 
現在材積に全I間伐材積を加へたる も のの比吾容 I 1 ・ 5 I 1. 777 I 

住副林 1 1 .: 9 1 I 2 . ~50 I 
(3) 試験開始活時の卒均成長量に到する試験開始後の主林木成長量の I 3 I 2 I 
比主将 1 :) .037 1 1.414 1 

住 lJ13 1 23j l
(5) 第 1 同民税残存木(主林木)材符に普げる第 2 同間伐残存木 (主林 1 3 I 2 I 
木)材積の比経 1.632 1 1.694 1 

首数字 rzJ討す る比至与を求めて成果を比較 したのである 。

第 6 表

1 

1.849 

項事絞比

1 

2.239 

1 

] .438 

(2) 試験開始蛍時の王子均成長主主に主主:1;ずる試験開始後の成長量

木合計) の比率

1 

2.257 
(.f) 第 1 間関伐蕗存木(主林木)材積に潤する . 第 2 間間伐百官材積

高u:t-がわ の合計・のf問、ミ

1 

1.807 
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比 較 事 項 I 1 B極 I rr 上暦 I nr各暦
(6) 第 1{周防j伐残存木の思木材符にi'Ji:Íする第夜間日朝支前立木の草木材 I 2 1 3 1 

積の比率 I 2.210 I 2.013 I 2.276 

印ち此の結果から云ふと、車陀比較の目標を陥首り材積叉は材積成長量が蛍初の相常数字K

釘する比率にのみ置くとすれば今迄の底各居11日伐最も有利で・あり B 種間伐が最も不l利!とする

駄が多い様であるが、之は必しも全面I的の不手リと云ふととと解鐸するわけにはいか友いのみな

らや、伐.J:l:)j i'L於け る成果迄を預言したものは忠へないのである 、何となれば斯かる結:!.lさを生や

ろ陀至る一大原閣として、本識の減少と云ふととが共娘底i'L1~iたはって尉るからである 、 卸ち

伐mfを同一年齢と f限定せるとき、成長の初期に於て本激減少の激しきものが格極に至る迄本数

減少が激しかるべしと云ふ約束は何所にもないのである、何となれば本研究に於ては共の間伐

方法の比較に於て間伐極異同の標準は常に欝閉の破 り 方換言すれば欝聞の調節し方にあるので

あって本数減少の比擦にあるのではゑいからである。

今首初本敢に劃する各試験匿の本数減少の欣態を比較して見ると次きの通りであ る。

第 7 表 (陪嘗)

0) R 極 I (J1)上 暦 I (ßD 各居

拭験 開始蛍時 の 本数 (A) 

現 在本数 (B)

(B) の (A) に釣 する J七 主将

1.111 

402 

0.362 

1.057 

659 

o 623 

1.013 

522 

0.516 

自日ち此の表に見るが如く、今の廃材積関係 l乞於て、 B 種間伐が不利主主鞘が多いと云ふととの

大原因は本放減少が特に多いと云ふととにあるのである、それ故漸失間伐の同教が進むに従っ

て如何なる鐙化が起って来るかと云ふと、 B 種間伐匿に於ては、 ヌド教は砂友いか長大の木か多

く友るにまI し 、 他の試験RHc於ては 、 本主主は多いが細木の数が比較的 10令加すると云ふととに

友るのである 、 それjl&:今後伐朗代;近づくに従ひ 、 依然として此の形勢を維持するかどうかは、

全く不明で、あると思ふ、 同時に此の時の推移lζ伴ふ形勢の推移を究むるとととそ本試験の最も

重要怒る目標であらねば友らぬのである。

4. 林分の構 造

各言式験直は取扱を異にせる三つの林分であると同時K各一持同齢の針葉樹林である 、 依って

本:項に於ては 、 一済同齢の針葉樹林の楠ミ迭を研究し、併せて具なったる杭類の間伐が林分柿~lli

の上に如何段るii跨嬰を及ぼ・すやを研究するとととしたのであ る 。

( 1 ) 直径

各試験1!i[ t'L就て、之をmJ伐前の全林、 IlIi伐木、技イ千木の三者に分ち昭和 4 年 1 1 月試験!日J始

常時の各平均直lJl:~、掠:準偏差、野化係数を表示すると次ぎのa-~ 8 表の様である q

J 
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第 8 事長 卒均直径、 標準偏差 、 監化係数

昭和 4 年 11 月第 1 間関伐蛍時

試険回 [ 不均直怒 印1 I 標準備差 務イじ係 数入
玉
林

一一一一一一 一一

(1) n 種 22 . 79 士 0.162 l' 4 . 7 8士 0.114 ・ 20.93 土 0 . 5 2.5

C ll ) 上 暦 22.39土 0 .152 1 4 . 19 土 0.108 1 1 8. 71 土 0 .497

(1lI) 各暦 22.74士 0.130 4.12士 0. 1 92 1 18.21 土 0 .41 9

間 (0 ]3 ' 極 20 . 79土 0 .224 4.44土 0.158 21.36土 0.796
ノ

伎( [)上 、 暦 32.94土 0.244 3 .44土 0.1 73 1 14;lí 6 土 0 ・ 769 '

大 ( ll[ ) 各暦 22 . 84土 0 .21 5 1 3 .78土 0.1 .52 1 ]6.55土 0.683

残 (1) H 種 24.44 土 0.202 4 .41 土 0 . 14 3 18. 04土 0 . 604

存 (l[ ) _1 J否 22.22土 0. 1 8 .5 1 4.42土 0 .131 I 19. 89土 0.611

木 <I[) 各暦 22 . 89 土 0.161 4. 22士 0 .11 4 I 18 .44土 0.514
一一一一~一一一一一一一一ー一 ・ーーー-

此の表によると次ぎのととに気付くのである、自Ilち間伐木の平均直{líSが全林のそれよりも、

又残存木のそれよりも小で、あるのは( I ) B 種間伐に限る ζ とである、之は B 種K於ては多数

の劣勢木が間伐せら るる に劃し (II)上居間伐は勿論のとと、(III) 各居間伐も上居間伐を多分

に加味せられて居る郎ち比較的陀多くの大傑木が間伐せられて居る ごとを示 して居 るのであ

る。

器、イ『係数に)比て見るに( I ) B ~f'L於ては、残存木陀於て共の{直最ノj、で、あって、間伐木に於て

J4の値が最大である、之は間伐木に於て最も直径が不揃であって、残存木に於て最も揃って居

る 、卸ち B 種間伐を施行するととによって、林分内 1'[於ける直径が間伐前K比 じて間伐後の方

がー居揃って来るととを示して居る}のでるる、然るに (II) ・上l菅や(III)各唐の林分に就て見る

と、残存木の鐙化係教が最大で:. I'~~伐木の蜜化係j肢が最小で、ある、之は是等 2 つの林分の中では

比較的に太い木が伐られて細ν・木は共の偉に残存せ しめらるる閥係上残有・林分は間伐前K上ヒ し

i間伐後の方が太さに於てー居不揃となるととを示して居るのである、郎ち此のととは B 種間

伐と上居間伐との伐り方の根本的に異なる特徴を明白陀示して居るのである、而 も間伐木の盤

化係数は (II)上居のそれは(III)各居のそれよりも小であるし、残存木の鐙化係数は (II)上居

の方が (II I ) 各唐のそれよ りも犬であるのは、各居間伐に於ては劣勢たる細木 も比較的陀多〈

伐られて居るから間伐木に於て比較的不揃とえ主り逆に残存木に於て比i!1史的陀揃って来るととを

も示. L て居るのである。

向此の事置を費料(:5!ミ尾にあ り 費料第 1 表参照)f'Lより之を図示して見ると第 4[置!版の様にな

るのでる る 、帥ち(1) B 極付:あ りでは、直径のIJ 、なるものが比較的に多く伐られて居る 、従っ

て残存木の曲線I'Ì直径の11、右:る方に於て全林の曲線を離れ、 直径の大怠る方κ於て之に接近し

て居るに!/:i し(II)土居K於て I'Ì直筏の細きものは殆んど伐 られな v、で、比較的に直径の大なる

ものが伐られて居る、従って 残存木の曲線は 、 直俸の小なる方K於て全く全林の 曲線と一致

、直径の大なる方に於て杢林の胸中泉を離れて居る、 弐 (III ) 各J!- I'L於ては 、 1m伐木の的制
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も 、 鹿存木の rltJ紘 も 、 共全林の曲松!íl K劃して示して居る位置が前二者の中聞の紙態を示して居

る乙とが看取叫来るのである。

次ぎ VC昭和 16 年 11 月第 2 間間伐首時のものに就て第 8 表同様の表を作って見ると それは

次ぎの第 9 去の棋でるる。

第 9 表 -4主均直径、 標準偏差、 鑓化係童文

昭和 16 年 3 月第 2 岡間伐蛍時

3>: ~;\ 験 直 王子均直徳 標準偏差 鑓化係数
林

伐間 0) B 種 32. 17士 0 . 260 5.67土 0.184 17.63土 0.590

(11) 」て R苦 27.88土 0 .248 5 .9 2土 0 . 175 21 .23土 0.557

1、~ (血) 各 暦 30 . 1 0土 0. 229 5.98土 0 . 162 19.87土 0559

間 (1) B 種 28.60土 0 .346 4.38士 0 . 244 15 . 3 1 土 0. 874

伐 ( [) 上 懸 26. 45土0.536 5.27土 0 . 379 19.92土 1488

木 (Jl[) f号 E苦 27.08士 0.425 5 .49 ま 0.300 20 .27土 1.154

残 (1) B 種 33.99土 0.305 5 .40土 0. 215 15.89士 0. 650

有ー (11) 」ニ j奇 28 .1 7土 0.276 6.01 土 0.196 21.33土 0. 725

木 (直〉 各 懸 31. 09土0.256 5.81 土 0.181 1 8.69土 0.603

此の表に依ると 、前表と ~J比して大いに其の傾向の異君主るも のがある、郎ち先づ第ーに各試

験匿を通 じ間伐木の平均直径が他の 2 者κ比して常に1)、友るととであ る.とれは(I) B 程i乞就

ては共の本質上何等の不思議も主主いととであ るが 、 (II) 上居、 (III) 各居の各陀就ては一寸説

明の要がるる、郎ち此の 2 つの試験直の ~l~ i'L於て 、比較的に直径の大なる B 級が比較的に多

く伐られて居るととは、第1!同間伐の昔時も第 2 間関伐の嘗時も ZIji'L襲りは主主いのであるが;

斯かる結果を示すに到った最大の原因は B 扱其の ものの本質κ依るのである、即ち第 2 同間伐

の蛍時間伐せられたる B 裁の中には如何なる木が含まれて居るかと云ふと、第一種としては、

前向陀於ても既に B 級ではあったのであるが、直接 A 叡陀支障を及ぼすが如き位置に立って

居友かった様友 もの‘ 第二種としては、前問の首時は A 扱であったが共の後隣接して立てる

他の A 殻の矯めに睦ぜられて.側盤的に劣勢陀墜ちτ戸級K推移したもの.及び第 3 種と し

ては前回K於てはC級陀編入せられて居たものが、共の後上長成長をな して A 級と 競争する

lて至 りしもの等である、而して A 級の大部分は、前回近接 して立てる B 級を伐られたととに

よって 、 益々肥大成長が盛んに主主つて来た事K謝し、現存せる B 級の大部分は前掲せる種類

tζ鴎するもの帥ち年齢と共に、 益々 A扱K座せられて p 途に間伐せらるる κ至ったものなので

b る 、 従って第 1 同の首時と異tJ. り 、 第 2 同首時は B 殻の方が A 級陀比して側監が原因して

肥大成長の衰へたものが多く怠って居た事質を示した ものと云ふととが出来るのである 、 ~p ち

之を岡上に検するに第 5 1Jlij1版の様になるのである (資料第 2 表参照)此の闘によると、間伐木

選定の 目槙ドζは . 第 1 同首時と何等の襲った賄もないが. 選定せらるる木自身が直径の比較的

小友るものの方に集中して来る傾向を看取出来るのであるq
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次ぎに饗イじ係数宇るるが之を第 9 表に就て見る κ、(I) B 種、 (III) 各居の 2 者は共に残存

木のそれが最小で、あるが、 (II )上唐のみは、残存木のそれが最大である、とれは~(I) B 種に就

:士 'は首然のととで遣うる 、 (III) 各居に就ては、 次ぎの様に説明すでるととが出来ると忠ふ、帥ち

間伐の同を重ぬるに宇I_:ない 、 劣勢木が比較的K多く伐らるる傾向は、 (II)土居K於ては共の木

質として議明するととは出来ないが.，' (I II) 各居には起り得るととである、従って第 2 同間伐

に於て此の結果が表はれて来たものの様である . 換言すれば、 (II)土居K於ては勿論共の残存

林分は多居林でるるが (III ) 各j音た於ては 、 共の残存林分は多居林で、はるるが共の間伐は各居

}乙亙って高遁えにく行き亙って居る と云ふととを示して居るのでるる 、 更に説明をカ11ふれば、

(II)上居に喰ては上府木間K於ける競争は間伐を施行するととに依て綾和せらるるが下唐木聞

に於ける競王手1は問を重ねて込何等緩和せらるるととがないのに反し、 (III) 各居陀於ては、上

唐木は上j青木1t )n亡、下唐木は下J~木なりに各共の間陀於て間伐岡敬を霊ぬるに伴ない競争が

緩和せらるるから上下各庶民於て直僚が揃って来るととを示したものと云ふととが出来るので

ある。

(2) 樹高

樹高i乞就ても簡伐前、 |羽伐木、残存木の共の各の平均.標準備菜、 霊登化係;~誌を求めて見ると

第 1 同間伐賞特の も のは第 10 表第 2 同間伐首時のものは第 11 衰の様になるのである。

一
至を 試 験
林 '

伐間 ・ ー (1) B¥ 

( ID 上
前

( 1[) ー 各:、.，/

' 問 0) 13 

伐 ( 11) 」二

木 (IJ[) 各

F 残 (1)' B 

存 て ID い

木 (ll[) 各

全 試 Z設
1休;

一司了 R
伐間

(J[) ーと
前、J ( llD 各

間 (1) ー B 

伐 CIl) 上

木 (]][) 各

会主 10 表 王子J勾樹高、 標準偏差、 盤化係数

昭和盛年 11 月第 1 旬間伐蛍時

l~五 I '>p. )勾樹 高 m I 標準偏差
極 16.29土 0.072 2.11 士 0 .051

底 、 J 6 .0 0土 0.067 1. 85 土 0.048

厨 ー 16 .43 士'0 .05 0 1.59土 0.036

極 16.01土 0.120 2.38士 0 .085

E雪 16.93土 0.105 1.44土 0.074

f雷 17. 28土 0.078 1.37土 0 .055

種 16.57土 0.081 1.77土 0 . 057

暦 , 15.70土0 ・ 983 1.98土 0.. 059

暦 ， 1 6.05土 0. 058 1 .53 土 0.041

第 11 表 . 卒均樟j高、標準偏差、 態化係数

昭和 16 年 3 月第 2 間関伐常時

寸
縫 化係数

12.95土 0.296

1J .56土 0.301

9.68 土 0.219

14.87土 0 . 542

8.51 土 0 .443

7.93土 0. 321

10.68土 0.333

12.61 土 0.379

y 9.53土 0.259

!瓦 |不均樹高 mj 標準偏差|鑓化係数
麗 21. 60土 0.093 2.02土 0 ， 06 6 9.35土 0. 306

厨 20. 19土 0 . 088 2. 11 土 0 .063 10 .45士 0.313

暦 21. 22土 0.084 2 . 20土 0.060 10 . 37土 0 .284

種 21 . 15土 0.158 2. 00土 0.112 9 .46土 O 目 533

暦 20 .41 土 0. 261 2 . 57土 0.185 12.59土 0. 920

層 20.8壬土 0.212 2.74土 0.150 1 3 .15 土 0.732
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残-
試 E食 l長: 4主均 1封 筒 m 標 準偏差 Eき イじ 係数

存 (1) B 種 21.89土 0 . 11 3 2.0 0 土 0 . 080 9.14士 0.368

(10 kニ 暦 20 .14土 0.092 2.00 土 0 . 0 65 9 .93 土 0.326
木

(直 ) 各 懸 21. 34土 0.087 1 . 89 土 0.062 9 . 28士 0 . 292

此の表を検するに平均樹高の大ノj、釘j僚の関係が(I) B 種と (II )上居、 . (III) 各唐等とで反!i

iとなって居るととは直径K於て述べたるが如く . B 種間伐に於ては劣勢木が多く伐ら るるに封

し、上居、 各居のfI日伐K於ては 、 B 級か比較的に多く伐らるるとと医師因すべきものの様であ

る 、只間伐木の平均高に於て、第 1 岡間伐b際の (III ) 各府のそれが特に共百値の大怠るは、

一寸自につ く ととである‘が、 之は幸か不幸か III :の試験地内 に於て、恰 も B 級に相官する木

が偶然にも特陀長きものが多かった ととが共の主たる原因であって . その他陀は別に意味は友

いのであ局 、 従って t(} 2 間間伐に際しては斯かる特徴は見るととは出来ないのである 、 術平均

高の関係は( 1 ) B 種に於ては . 常に残存木、 間伐前、間伐木の)1頂位を示し、 (11)上居、 ( III ) 各

j晋の二者iて於て I'Ì 、 之と反整t i'L常に間伐木、 間伐前. 残存木の)1原と左って居るととは之亦上述

せる通れ各居間伐は率上居間伐K近き性質を持って居るととを示して居るのでるる 、従って

残存林分は(I ) B 極に於ては間伐前よ りも益々早j苛林の形に近よ らんとするに劉し(11 )上居、

(lII) 各居の各間伐に於ては、 残存林分は間伐前に比して主主々複居林i'L近 よ らんとする即ち二

者全く相容れ友いも のであ るととが鋭い知 ら る るのである。

以上の関係を岡上に検する氏、第 1 岡間伐蛍時の ものは第 6 国版、第2 同間伐嘗時のものは

~~ 7 匿l版の通りである 、曲級相互間K於ける離合のj伏態は直径K於けると略同様の傾向を示し

て伊るものと足るととが出来る様である。

次ぎに襲化係数陀就て検討するに、(I) B 種陀於ては共値は大よりノj、に間伐木、間伐前、

残存木の順位を示して居るのに釘し、 (II )上居に於ては残存木、 間伐前、間伐木の)1町立を示し

て居て全く反劃である、而して(III) 各居に於ては間伐前、残存木、間九木の順位を示して恰

も二者の中間?性質を見せて居る、とれは B 種の間伐が之を施行するととによって施行前に

比し樹高をー居揃へる作用 を鴛すととに封し、上居間伐 ItÌ之を施行する ととによって議々樹高

を不揃ならしむむものであ り 、 各居間伐は'1合 も共の r.p聞の程度K樹高を揃へるものであるとと

を示 して居るのである 、 然るに第 2 同間伐営時Kは多少之と異友る傾向を示すに至ったのであ

る、卸ち ( 1) B 種K於ては依然として共援化係数の値は間伐木、間伐前、 残存木の11聞にノj 、 とな

って居るが、他の (II)上府も (111 ) 各居も共に ( 1 ) と同様の順位を示ずに至ったのであ る 、之

は此の第 2周間伐 1 同限りの結果から何故共然るやを断定するのは向早の感があるが 、 結極ス

ギ林に於て社、C級に屈する木の或るものは長 く健全左 る勢を保つ能はァ夕、して、如死木の相を呈

するに至る結果第 1 同間伐首時には下居として、立祇K存立して居たもののr.1:1(1I)上居の中で

I'ﾌ D 較に陥ちてしまふもの 、 (111)各居の中では樹冠の垂直的配置上存立を許 し蟻き も の等に
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推移するととに師国すべき原象で‘あると思ふ、向此のととは第 3 岡或は第 4 同 と IL\J伐を繰り l周

忌なければ結磁如何なる }Iた態 I'L落ち付 く，べき ものであるかは今 日 の底想像し符ぎるものであっ

て、本試験の将来に於て大いに興味ある問題であると思はるるのである 。

(3) 直径と樹高との関係

一持同!めの針葉樹林内に於て {店l樹の直筏と樹高との聞には Eの高き相闘開係が成立って居

る 、即ち京[[1 き木程低く太き木程高v、、逆に低き木程~ro く 高きオミ程太いと云ふ一般傾向ある は殆

んど例外主主く認め得ると云ふととは今や疑を容れざる事貨であり、同時陀此の開係は林分材積

測定の上にも数多の陪j羽を持って居るととは今更喋々を要せさる鹿であるが、本試験林も亦斯

くの如き構造を持って居るかどうかを検した庭、資料(資*~I第 1 表及ぞt~~ 2 表参照)並に計算

により、やはり此の一般傾向を認めるととは出来るのである 、今J4求め得たる相関比、'相関係

数及び直線同amH1:の成否を表示する とそれは次ぎの第 12 表及び第 13 衰の様マあ る。

第 12 表 直径と樹高との相関状熊 1Ii'!和 4 年 11 月第 1 間間伐営時

直径に到する樹首 直 f主

間 10 )B程1 +0.86 土 0. 013 1 0. 9 0土 0.010 1 6 . 3724く1 1. 37 1 + 0 . 8 0士 0.0181 0. 86 土 0.0 1 3 1 3 .1 325く11.3'7

伐Ic ll)上暦1 +0 .73土 0. 034 1 0. 77土 0 . 030 1 5.1000く1 1.37 1 + 0.72 土 0.035 1 0 ・ 79土 0.028 1 8 . 9845く11.幻

木 1 (皿)各暦1 +0 . 63土 O 目 034 1 0 . 70土 0.02911 3 .1 271> 1 1.37 1 + 0 . 66土 0.0321 0. 70土 0 .029 1 7.6704<11.37 

残 1 < 1) B種1+ 0 ・ 76 土 0.019

存 I C Il )上底I -+ 0 . 66 土 0 .024

第 13 ミ災 直径と樹高と のキH闘状態 1I11辛口 1 6 年 3 月第 2 間間伐蛍時

夜穫に診f する樹高 樹高に劃す る 直径

全 伐鈴鹿| 相関係数 1'DH ! 中目闘比例|刑事問蹄州H闘係数 r叫
林 ・M 10 ) B種 +0.78土 0.OJ8 I 0 . 79 土 0.017 13 . 39 1 2<11 . 3 71' + 0.76土 0. 01 9 I 0.79土 0.017 1 1 0.0440<11 . 37

試前、ー' (][)上層 + 0 . 82土 0.014 I 0 .84土 0 . 01 2 I 8.5988く1 1.37 I + 0 .83土 0 .013 I 0.85 士 0 . 012 1 8.7024<11.37 

(J[)各暦 -+ 0 . 83 土 0.01 2 I 0. 87土 0.009 121.0 800>11.87 1 + 0.77土 0.016 I 0. 81 土 0 . 01 3 119.5920>11.37 

f間 0) B種 +0. 80土 0 . 0 28 0. 81 土 0.027 1.1 753く11. 37 +0.82士 0.026 0 .83 土 0.025 1.2045<11.37 

伐 C lI)上磨 +0 .86土 0 . 0 26 0.92土 0.016 46?92く11.37 +0.86土 0.026 0. 90 土 0.01 7 3.0976<11.37 

木 (J[)各暦 十 0.86土 0.020 0 .92土 0.01 2 8.1J68<11.37 + 0.86 土 0.020 0.88土 0.01 7 2. 6448く11.37

残 CI) B種 → 0.65 土 0.033 0 . 78 土 0.022 26.5837>11.37 +0 . 76土 0.024 0. 8 0 土 0 .020 3.9232<11.37 

存 C Il)と暦 + Q.84土 0 .014 0. 84士 0.014 0 .0000く11.37 + 0.83土 0 .0 14 0 .84土 0.0141 3 .59 05く11. 37

木 (J[)各暦 +0.84土 0 .01 3 0 .8 6土 0.011 7.9560<11.37 +0.85土 0. 012 0. 88土 0.010 12.1446>11.37 
国

今此の表K動し検討を行なって見るに、下の棋なととに筑付 くのである、 印ち第 12 去に於
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て相関係数も相閲比も常rc: (I)B 種のそれが値高きととでるる、然し之iて就てはラたあの如き

説明が友し得ると思ふのでるる、間伐木に於て此傾向があるのは、 3 つ試験区中最も各任級に

瓦り瞭く間伐せらるるも のは (1) B 紐であるから、共の B 極の間伏木に闘する相関係数、相

閥上七が他の(II)J二j母や(III)各~のそれrc: .J:t して 1u立が大であるととはー出背かる る ととでる る ，

然し間伐前の全林に閲するもの、 rm伐後の残存木花開するもの迄がやはり Mかる傾向 を示して

居るととは全く偶然の事置と見るより仕方主主い様である、叉直線岡崎性に就ても何等一定の傾

向を示して居ない、 -之は本試験開始の時迄皆一様の取扱を受けて居った一林分K)嘉する関係、上

官銀のととと解せらるるのである。

然る lてそれより約 10 年後の第 2 間間伐営時に於ける直使、 樹高の閲係を!:J~ 13 表K就て見

ると 、 此に一つの面白い事象K気付くのである、自fJち直挫、樹高・及樹高、直控陀閲する相関数

字は第 12 表に於けるものと共の傾向を相反ざしめ (1) B 種陀関する ものが常に値が小でるる

ととである 、 之は B 種間伐を施行せられたる I 区の中の立木か最もよく揃って居ると云ふと

とは同時に直径、 樹高の間に存する相関関係が最も疎で..~うるととを示して居る もの と見るとと

が 1:1:\ 31やのである、自日ち各種類を異K したる間伐を施行し-c後約 10 5ド聞に林分の構造共のも

のも取扱の特徴rc:11園陸して来た結果と見る ととが出来る様である、 -:j.くぎK直線岡崎l生花就て検

討して見ると第 12 去のJ二には何にも一定の傾向を認めるととは1-1 '，来危いが、第 13 表に就て

見ると:)，くぎのととに気付く のであ る 、それは間伐前及び残存木に閲しては、何等の傾向をも蛮

見し得ないが、間伐木に就ては例外なく悉く直線岡蹄の可能性を示して居るので・ある、此の事

貨に劃 しては砂主主くも弐ぎのおl く判断する ととが出来ると jaふ、それは先づ第一氏此の事資は

間伐の種類には無関係である とと、第二t亡は第 1 ・ l司間伐の首時には此の事貨は表はれ1t.かった

事である、然し仔市fUに第 1 2 去を調ペて見る と、第 l 同nu伐の営時彦~fa古んど此の事貨は成立

して居るのである、されば、之は間伐の種類等には閥係なく間伐木を選定する人間の肉眼感畳

の特徴を示 して居るのではないかと忠ふのである、帥ち人類は不識の間細き木程低い或は低き

木程J帝国いと云ふ事貰を極めて厳格K脳裏Klér~しつつ間伐木を選定する才能を保有して居るもの

の桜Eで・ある 。

(4) 枝下高、直径と枝下高との関係

ままに校下高と云ふの は、 最初の正常校であって且生校として最下の校の根元迄の垂直高を云

ふのである、従って最初の正常校が務下し?と跡から此の削に護生せる第 2 ::;えの不定芽から成る

校は之を度外硯して居る。

先づ資料(資料会j"}3表及び資料部 4表参加、 末尾K付す)より平均伎下高 、 松lj準偏差、 鐙化

係数を算出して表示すると、それはtJ'~ 14 表及び第 15 表の様であ る 。

今此の表K就て検討して見る と( 1) B 種の投下高が特ば低いと云ふととと、 J二居の枚下高

がiM'K よく揃って居る と云ふ事置を認めるととが出来るが、然し之は試験開始の常時飯にWr く
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全
林

「品
前イじ

f目

伐

木

残

存

木

全
林

イ自文
琶

!間

伐

木

林業試験報台 数三十九波

第 14 表 2p.f勾校下高，標準偏差， 礎化係数

昭和 4 年 11. 月第 1 間間伐賞時

、

試験直 l 2p.均校下高m j 標準備 差! 芸達 イじ 係 数

( 1 ) B 

(U) 上

(直 ) 各

(1) B 

(IT) 上

(血 ) 各

(I) B 

CU) 上:

(IT) 各

試 験

(() B 

(j[) 上

(皿〉 各

(1) R 

(U) 上

( 血 ) 各

種 7.70 土 0 . 052 1. 53 土 0 . 037
、聖

暦 8 . 2ヨ士 0.057 1.5 6 土 0.040

毘f 8.32士 0.037 1. 1 8土 0.026

積 7.92土 0.081 1. 61 土 0.057, 
府 8.58土 0.093 1.34土 0.069

E量 8.7 1 士 0.071 1.25土 0 .050

種 7.52土 0.065 1 .42士 0 . 046

E雪 8 .11 土 0.067 1. 61 土 0.048

暦 F店土0.042 1 .10土 0.030

第 15 表 不均校下高 ， 標準偏差』鑓化係数

区

種

暦

懸

種

Eき

暦

昭和 16 年 3 月第、問問伐営時

|不均校下高 m j
10. 78土 0. 0 61

1L58士 0.054

1 2 .00土 0.044

1 1. 00土 0.122

11.66 土 0 .126

1 2 . 24土 1.1 0 6

10 .67士 0.068

11. 56土 0.060

1 1. 84土 0.042

標準偏差

1.34土 0. 043

1.30土 0 . 039

1.16 土 0 .0 3 1

1.54土 0.086

1.24土 0.089

1. 37土 0.075

u.n士 0 . 048

1. 31士 0.013

0.95 土 0 . 030

19.87土 0.495

1 8 .98土 0 . 5 05

14.18土 0.32壬

20.34 ニ]:0.755

15.62土 0 . 828

14.35 土 0.588

18 . 88土 0.634

19 . 85土 0 .510

13. 50土 0 ， 371

事きイじ係数

12 .43 土 0 .410

1 1. 23 土 0.387 ，

9 . 67土 0. 264

14.00土 0.797

10.63 土 0 . 773

11.19土 0.6 2 0

I ]].34:1:0.458 
I 1J . 33 土 0.373

8.02土 0 . 252

あったのであって 、共月Ij' i'L fl，11伐の型式と の間Kは何も闘係はない様である。

ずくぎに直鈍と校ド高と の聞に存する相閥数字を求めて見ると 、それは節 目 表及び第 17 表

のt長で、ある。

第四表 直径と校 r誌ーとの相関;伏亀戸 昭和 4 年)1 月第 1 間間伐営時

直径に新する校 ー卜 筒 | 校下街に到する直径
全 戸t 験 阪|相関係数 ，'Dh j 相闘 比甲Dh j 相関係数 ，.hD j 相関比がD
林

前伐間、._/
([) B 種 +0 22 土 0.032 0. 39土 0 .029 十 0 . :l3土 0 . Q32 0.30 土 0 . 03J

(U) 上 暦 +0.18 土 0.035 0. 2 6士 0.034 十 O .J 7土 0.035 0. 23企 0.034

, lJ[ ) 各 j否 + 0 . 06 土 0.032 0 . 25土0.030 十 0 . 03 土 0.03 2 0.18土 0.031

任。 (1) B 種 十 0. 55土 0.035 0.67土 0.028 十 0.50土 0. 038 0.53 土 0.036

伐 (IT) ー上 暦 +0.07土 0.0 73 0. 29土 0.067 +0 . 07土 0 . 073 0.34土0.065

木 ' ( lIT) 各 E雪 -0.09土 0.056 0 . 23土 0.054 -0. 09土 0 .055 0 ・ 13土 0.056

残 ( 1) R 種 十 0.1 0 土 0.045 0.29土 0. 042 十 0 . 1 0 土 0 .045 0 . 24土 0 .043

存 (IT) よ. 賠 十 0.18企 0.040 0.26土 0. 039 + 0 .1 8土 0 .040 0.24 '土 0 . 039

木 (lll) 各 暦 +0.11 土 0.038 0 . 31 土 0.03i 十 0. J3 土 0 . 037 0. 2壬土 0.036
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妨げ表 直径と枝下高との相闘状態昭和 16 年 3 月数 2 問問成営時

直径に到する枝下高 校下 芹;に到する i宜筏

全 R:<¥ 験 区 | 相関係数 rDA | 相関比刀D 't I 相関係数 ，.hD I 相関比マhD
林

伐間
0) B 種 +0.26土 0 . 043 、 0.33 士 0.041 +0. 23土 0.0 .13 0 . 34土 0 . 041

(][) 暦 +0.17土 0. 04] 0.32土 0.038 +0.17土 0.041 0.25土 0.039

月、、~ (皿 ) 各 暦 - 0.02土 0 . 038 0.38土 0.033 - 0 .0 2士 0.038 0 . 25土 0 . 036

!間 (1) B 事呈 十 0.32土 0.071 0 .42 土 0.065 0 .41 土 0.06 5

伐 (][) 、 止 R警 +0.20士 0.098 0.62土 0.063 + 0 .20土 0.098 0.53土 0 . Oi4

木 (]j!) 各 懸 +0.17土 0 . 075 0.59土 0.055 +0. 17土 0. 075 0.38土 0 . 0 66

残 (1) B 種 +0.34土 0.050 0 .44土 0.045 + 0 . 34土 0 .050 0 .39 土 O 目 048

存 (JO 上 懸 十 0.17土 0 . 045 0.31土 0 .042 + 0 . 17 土 0.045 0. 21 士 0.044

木 (目) J菅 -0.06土 O .OH 0 ・29 土 0.040 - 0.07土 0.044 0 .1 9 土 0.042

今此の 2 表に就て見ると 、 之も屡々他の研究報告にて記述しあるが如く、此の二者の閥係は

甚低 く、中Kは相関係数の符競が負でるるものさへ も あるのである、 13Pち此所にも一殉同齢の

針葉樹林の ~I~ iC於ける 11111樹の直径と投下高とは互に無関係K近いと云ふ既往の研究を裏書きす

る結果を得たのみであって、間伐の型式を異にした事が林内投下高に及ぼす影響と云ふが如き

ものは何にも認めるととが 1:1陳ないので・3 る 、向此の刻1の数字に就てニ三注目すべき事項を
述べると共ぎの様で、ある、帥ち第一.il:相関係教の絶1l-i値は例外友く相首相関比のそれよ りも 11 、

である 、 第こには!;(~ 1 同 rU J伐蛍時K於ては残存木K閲する数字は相関係数も相側比も共に各間

伐型式を通じて近似の値を取り、全林、 ruJ伐木削刻する数字は相闘係数も相閥比も共に大髄に

於て (1) B 種に閲するものが最大である、自Jlち換言すれば直仰と校下高との閥係はGII) B 極に

於て最も密接tr.るを忠はしむるものがあったのであるが 、 第 2 同間伐営時K於ける結果は大い

に之と共の趣を異にして居る、卸ち金林、 FJJ伐木K閲する ものの聞には何等の一定せる傾向 を

認むるものなきも、調り 残存木に闘するものは、常に(1) B 種、 ( !I )J二居 、 (IIジ各居の11闘に

配列されて居る削ち換言すれば直使と投下高との閥係は( 1) B ;f主K於て最も密接に (II) 上厚?

に於て中間であり (III) 各j昔K於て最も疎である様K伐 り 残されて居るとよを示してj舌る 、而

して共のイnSi'ilciL然るゃに就ては、只 l 同の此の結果のみにては向全く不明であると忠ふ。

(5) 枝張、直径と枝張との関係

或る一本の校が水平面I上K描く共のIE射影の長さは校1.iHc異なるべきでるるが、此の宅廷に於

て校張 りと云ふのは最長の正射影を描く杭校 1 本を選び共の工E射影~校張と i呼ぶとと I乙してj詰

るのである 、それ故此所iLmひられτ居る J伎張と云ふ字は斡の中心より樹冠の投影の紘棋に至

る最大の距離卸ち樹冠投影の最大正ド径とL致するのである 、 著者は樹冠の境影話i積と此の骨張

. との聞に正の梓l閥関係か成り立って居るととに就ての之が競明的の研究は未完成であるがト 大

酷に此の闘係の成立つ も のと云ふ前提の も と κ、此の校張K閲する研究の必同性を認めて')苫る‘
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のでるる。

先づ資料(第 5表及び第 6 表参J[従末尾K附す〉より平均校張、主jl~Ìtg侃義 、 蓄を化係数を算出し

表示すると 、それは第 18 表及び第 19 表の様でるる。

/ 

全 試 綴 区 J 2P: 均校援 cm J 標準偏差 f警 化係数
林

伐前自
(J) B 種 207.47土1.38 40.67土 0.98 19.60 

(Il) 上 澄 196 .49土1.39 ‘ 38.33 土 0.98 19.51 

(1[) 各 ，暦 186.04土1.38 43.63 土 0.98 23.45 

間 (1) B 積 191. 79土 1.79 35.42土 1 . 26 18.47 

伐 (Il) 上 府 20 7.65土 2.65 36.22土1. 78 17.44 

木 (直) 各 暦 192.70土 1.86 32 . 74土1. 32 '16.99 、

差是 CI) B 種 22Q.42 土1. 83 39.82 士1. 29 18.07 

存 (Il) 上 懸 192.85土1.88 44 . 97 土1.33 23.32 

木 (1[) 各 暦 183.03土1. 81 47 . 53土1. 28 25.97 

第四表 卒均枝張 ， 標準偏差 ， 鑓化係数

昭和 4::;p 11 月第 11間間伐蛍時

第 19 表 :<p:均校張 ， 標準偏差，さき化係数

昭和 16 年 3 月 2f~ 2 [tîJ間伐嘗時

(1) 

(山

(1[) 

数係

16.03 

21.25 

19.28 

イじ鎚宝昼

46.38土1.51

52 . 58 土1.56

48.19 土1.31

侃準I潔平均校張 cm

289 .S5 土 2.13

247.49土 2 . 20

249.97土1. 85

直

極
限
刷
暦

験
←B
上
各

試全
林
(間
伐
前
〉

U )  J:j 在盈 孟ö <l . 己H ェl:: LI . ~Ö i) J. 1 1. 土l:i .1U 1<l.<l1 

(Il) 上 J暦 257.50土5 .42 53.291:3.83 20.70 

(1[ ) 各 J管 247 . 71 士 4.05 52 . 29 土 2.86 21.11 

残 (I) B 種 292 .45土 3.04 53.93土 2.15 J8.44 

存 (Il) 上 癒 245.44土 2 .42 52.69土 J .71 2J .47 

木 (直) 各 R雪 250. 73土 2.06 46.79 土 1 .46 1f.66 

2.10 283.29 種i間

此の 2 表を見て気付くとと は、 1m伐木の枚張の鐙化係数はtr'} 1 悶 1'krJ伐の首時K於ては(I) B

(11)上j昔、 (III) 各島の]1闘に/J、となって居る 、 との事は B ~霊の間伐 lrì下府水から上唐木にかけ

て寓週t.J.く行はれeるが、共の他の間伐では比較的陀上居木が多く伐られて居る 、従って各直衛

階K渉って比較的K蹟く間伐せらるる B 種に於て、共の枝張の不揃の程度が高 く友るととを

示すものと解するととが出来る 、 而して間伐前の現賓林の平均佼張が各試験匿を通じ近似の値

を示して居危いから、共他の間伐前や残存木の枚張ーの盤化係数陀就ては、第 1 間間伐首時のも

のKは特に何等かの意味を示して居ると J品はれるものは主主いのである、然るに第 2 同間伐首時

のもの @fJち第 19 表に就て鎚化;係数を般討して見ると共所には、典之主れる間伐の種類の影響力、;

出て居る厳に解せらるるのでるる、帥ち~~ 1 間間伐の影響を受けて直筏が最もよく揃って来た ・

(第 9 表参照)( 1) B 種に於ては枚張の磁化係数が最小である郎ち枚張も亦最もよく揃って来
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た事を示 して居るのでるる、而して設に非常に興味あるととは、 I国イ左前に於ても、残存木に於

て も (II)土居の枝張の援化係数が常に最大で遣うるのは、上J菅木が比較的多く伐られ下唐木が対

於ては、細小木の枚張りは比較的K見て主主k小と友り大木の枝

(~ 1 間報告〉スギ林間伐試験の成績

んどイえ られたい此の種の問

張は比較的に益k大と怠るとと郎ち枚張は間伐の聞を重ねる程不揃と主主 る とと を示すものでdう

る 、 而 して間伐前に於て (1) B 種と (II)上居との中間の性質を帯びて居る (III ) 各居の枚張の

盤化係、教が前二者のそれに謝 して 中間数字を示して居るのはU)j I'L異なれる種類の間伐が林分捕三

活の上に極めて合理的の影響を及ぼして居るものと見るととが出来る様でる.る。

次ぎに枝の伸長のH;lç態を第 1 同間伐前の平均投張と第久間間伐前の平均枚張りとについて比

較 して見るとずくぎ・の第 20 表様Kなるのでるる。

平均校張の比率比較第 20 表

第 1:間f間伐前の平均枝張ω | 第 2 1司間聞の卒均技張(B)r~-B/A

穫

麿

暦

• 
帥ち平均直控最も大でるって、且 1 flIr歩賞 り本数の最も砂なき ( 1 1) B 積K於て校張伸長の

1.39 

1.26 

1.34 

289.35 

247.49 

249.97 

207.47 

196.49 

186.04 

γ
見
I
0

・L-験

B

上
各

試

(1) 

(][) 

(][) 

比率が最大であって 、 ノj、住木11l1 1'L於て互I'L ;tql し合って居る ( II )J::居に於て共の比率は最小値を

示し(III) 各居K於て前 2 者の中間性を示して居るのは明に担額を異陀せる間伐の影響と見る

と とが出来る様である。

次ぎに直径と校張りとの間K存する相関N\態を求めて見た庭、出ty'[資本H資料第 5 去 、 第 6

表参J!のに見らるる通 り 共本数分布のj伏態は表の左上より右下K 向ふt>J角おj~K7&ふて集中 し、

此の間lEの相関闘係の存するを想像せしむるものがあるのである 、放K於て是等二者の問 lモ存

する相関上七相関係ー蚊を求めて見?と底 、 それは次ぎの第 2 1 ，表及第 22 表の様であ る 。

第 21 表 直径と枝張との相闘紋熊

IItl手口 4 年] ]月第 1 同間伐蛍時

直径にます・する校張 枝張に ~Í ずる直径e

全 試 験 直
相関係数 rDR J 絹関比 甲DR J 相関係数 rRD J 相関比 伸D林

伐前I ~n (1) B 種 +074M016| 0 .7 9 士 0 . 013 +0. 6 6土 0 . 0 19 0. 6 7土 0.OJ 9

(][) 上 .rtg 副 +0 .54土 0.026 0.59 土 0.024 +0.53土 0.076 0.59土 0 . 0 24

( 直 ) 各 J奇 十 0 .44土 0 .026 0.45 土 0.025 +0 .43土 0.026 0. 53 土 0 、023

I間 (1) B 種 +0.55土 0.035 0.59 土 0.033 • + 0 . 52 士 0 . 03 7 I 0.57士 0.034

伐 ( ][) 土. E雪 + 0 . 6 0土 0.0 '1， 7 0.63土 0. 044 +0.60土 O 附 | 0.70 土<ll .037

木 (][) 各 陪 +0ι9土 0.043 0.54土 0 . 040 +0. 49土 0 . 043 0 . 54士 0.040

残 (1) B 種 +0. 67土 0.025 . 0.69 土 0.024 + 0 .67土 0 . 025 0.69土 0 . 0 24

存 (][) 上 府 +0.44土 0.034 0.50土 0.036 十 0.45土 0 . 033 0 . 61 土 0. 026

木 (][) 各 E苦 +0. 43土 0.031 0 .44土 0. 031 + 0. 43 土 0.03] 0 . 55土 0. 027
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第 22 表 直径と枝援との相関y状f滋

H召和 16 年 3 月第 2 悶rd!伐蛍時
一一一一帯

直径に制する校張 校掛長に制す る 直径
奇を 試 ~会 l~ 

相関係数 rDR I 相関上と 万DR I 相関係数 rRD I 相関比マRD林

伐前i 間 (1) B 種 + 0.52土 0 . 033 0 . 5 6土 0.031 + 0.53土 0.033 0 . 63土 0.028

(][) 上 暦 + 0 .58土 0 . 028 0.62土 0.026 十 0 .59土 0.027 0.64土 0 . 025

(TI!) 各 Eき 十 0 . 64土 0.023 O.M土 0. 022 +0.70土 0 . 020 0.76土 0 . 016

!間 0) B 種 + 0 . 62土 0 . 049 0. 65土 0.046 +0.6[:) 土 0 .046 0 . 80土 0.02$

伐 (ll) 上 懸 + 0 .57士 0 . 069 0. 71 土 0. 05 0 + 0.58 土 0 . 067 0 . 86土 0 . 026

太 (TI!) 各 厚子 + 0.63土 0. 047 0. 71 士 0 .038 十 0.63土 0.047 0.71 土 0.038

l筏 (1) B 積 + 0 .49土 0 . 043 0 . 52土 0. 041 十 0.50土 0. 1)42 . 0.65 土 0 . 033

存 Cll) 上島 暦 +0 . 59 土 0.030 0 .6 3土 0.028 十 0.59土 0.030 0 . 64土 0.027

木 CTI!) 各 E雪 + 0.64土 0 . 026 0 . 66土 0. 025 十 0.67土 0 . 024 0 . 72土 0 . 02J

自fJ ち求め得たる数字は最小 0.43最大 0.86 であって、而も共の確率誤差は悉く是等のオ立教を

して有意味のもの左るを確認せ しめ得る程度K充分に小である、卸ち直径と枚張との間には相

官高き相閥関係の存するを確認し得るのである 、向此の事は既往に於て、著者の研究せるアカ

マツの林分カ ラ マツの林分等に於ても 同様の現象を示 して居る事質から見れば、斯かる現象は

一揖同!拾の針葉樹林の遇制生と見るととす:!弘来る様でdうる。 、

而して拾K注意すべきは 、 此のヰI~I ffi自信用係の高低を第 1 同間伐前と第 2 同間伐前とに就いて比

較する K 、 ( 1 ) _BJ垂に於ては 、 ~} 1 同間伐前Irc比 して2Æ~ 2 間間伐前の例外なく低き数字を示

したる に!~ し (II )上居及び (III) 各}!t VC於ては之亦例外友く而も逝VC !lf} l j間間伐前に比して 、

創立 2 同間伐前の方言i き K移った事を示して居るのでb る。

掛かる現象も明に間伐の種類古二林分構浩の上に及ぼ したる影響のーっと見るととが出来る様

である 、 邸ち B 種間伐は繰り返さるるとと多ければ多きに従ひ 、 先づ全林の直径K於て益 k

揃って来る 、 従って樹高も揃って来る 、 換言すれば、 残存木の一本一本は間伐同教を高むる l亡

つれて、相互によく 似たもの忙なって来るのである 、卸ち単木の大いさが互に近似するにつれ

て 、 枝張の大いさも近似して来るととを示 して居る と解せらるるのである。

然るに他の二つ.の試1股Wvc於ては、共の間伐の本来む性質上樹冠の重さなり工合を整理する

を目的とし、 直控の揃って来るととは別に之を目的と して居訟いから、間{えが繰・り 同 さるる度

数高きに従ひ 、 各草木の制!大の別益々顕著と友り共結果として一本一本の木の大いさが、 あら

ゆる意味陀於で差が激 し く友る仇である、 1斯く し て直径と枚張の相闘関係は益々高きに向ふの

である 、 而も営初興べられたる現寅林に於ては、此の閲係の最も低くかりし (III ) 各唐の林分

が第 2 同間伐前に於て最も高きを示 して居ると云ふととは、直径制きもの程校張がIJ、であり、

直J経大なるもの程枝張が大なるべきものであると云ふ意味に於て各府間伐の取扱ひが最も林分

締法を規則正しく整理する作用乞有するものなるととをおl覧に示して居ると云へる様立、ある、
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gpち第 22 表の全林(民n伐前i) の欄の中の数字は是等三種の間伐が各林分の構造に及ぼす影響

の異友れるととを遺憾主主〈見せて居るもの と著書は信十るのでるる。

(6) 立木の散在獄態、

各試験1亙に就さ闘面J二K於て、南北 40 米、 東西 日 米の棋準地を取り (地l!:b及び立木位置

I@!参)!{:t)之を更に 80 個の 5 米四方の桝自に分ち、此の 1 桝の ~þ I'L含ま るる平均本数及び此の

平均本教の不揃の程度を桧し、 間伐型式の差が立木の散在i氏態陀及ぼす影響を研究 し て見たの

である 。

今立木将i度 ( 5 米の桝目の中に立つ本車()の度数分布の7lk態を間伐前の全林及び: liJl伐後の残存

木につき表示する と失ぎの第 23 表のJ践に 主主るのである。

第 23 表 立木本数階別 ，軍位面積 (5m口 )数分間表

昭和 4 年 11 月第 1 間関伐蛍H守

お久と| 。 1 z“ , 3 4 5 6 1日

l問
(1) B 積 1 13 33 21 7 4 1 8'0 

伐 (][) _j二 Ifr 4 37 27 10 1 80 

前 '(]j[ ) 各 暦 1 8 28 28 8 6 80 

伐後問主存在主
(1) B 積 8 44 26 2 80 

(D 七 E苦 1 27 .37 9 6 
、、

80 
一

( 班 ) 各 E雪 1 27 37 13 2 80 

翠tと進んで第 2 同 | i肝え後に於ける成イ~;.木の単位市i積 (5 米四方) 首り木事(の度数分表J!.k態を

表示すると次ぎの第 24 表の様である。

第 24 表 立木本数措別 ， 単位面積 (5 m口 ) 数分配表

昭和 16 年 3 月第 2 間間伐残存木

弘氏と1 ， 。 2 3 4 計

(1) B 震 21 49 10 80 

(j[ ) 上 F韮 5 37 -27 9 。“ 80 

( 直 ) 各 懸 s 39 28 5 80 

赴主主;の資料から 、 各間伐時l亡於ける単位町積 (52 米) 営 り 立木度及び共の棋準偏差を計算 し

表示すると吹きfの第 25 表の様である。

第 25 表 単位間積 (5 m口 ) 平均立木度 ， 標準偏差

試 験 1孟

1 . 13土 0.060

仏 79土 0 ， 042

0 ， 79主 0.042
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今ヱl工均本蚊を M と し、共の棋準偏差を σ と し、 之を比較して見た所次ぎのおl き結果を得た

のである。

間伐前(IZ: l比て云へば

¥ J}Ir -Jl1n =0.075 土 0. 1044 印ち.ß1r -.ß1Ilくh (意味なし〉

l'rfn -111m = O. 1 75 土 0.1082 印jち 111n-m く h(意味友し〕

.1JIIIII -1111 = 0 .250 土 0. 1174 邸ち 押立-l'rfr く 3 r (意味友し)

此の結果がら云へば、 第 1 同間伐前I'L於ける単位面積也・ り 平均本数は試験匪K依って共同に

去がるる とは云へ主主いので、あ る。

:;7(ぎに之と同 じ検討を標準偏差I'L l洗ても行ったのでるる。

I1r -σ[{=0.248 士 0.0762 郎ち の ~σIf> 3 r (意味あり 〉

I1n-σLH = 0.253 土 0. 0 765 ~pち σn-σ [JI > 3 l' (意味あ り〉

σnr -l1r =0 ∞5土 0.0852 郎ち 11m - l1r く 31 ゐ:肋し)
ダ〈の結果か ら云へば立木度の不揃なると と は (I ) B 種の方が (II ) 上j昔よりも甚た し く 、

(I II)各居の方が (II )上厨より も甚だし く (I ) B 極と (III)各唐去 の 1lI1 vζ は立木度不揃の程度に

差があるとは認め られお: い と云ふのて・あるから、結極(II)上j母が他の二つの試験1i![1'L比して有j

均等でるったと云ふ と と K蹄荒・するのである 。

然る に斯かる林分にまêH て各型式を異に したる三位の I I.l J伐の!;f~ 1 岡 を施行したのである a 共

等の残存j伏態K劃 して前掲同様の検討 を行って見たのである 。

111r -lJ1n = 0 .625 土 0 .08 10 自fJ ち J1fI -1I1u> 3 1・ (意味あ り)

J1Ill-l11m = 0.050士 0.089 7 自11 ち 1'I' II-Mr口 く 3 r (意'*なし)

i1Irrr -lJk = 0，5 75 士 0.07 50 自fJ ち J11m -JlIf > 3 1・ (意味る り )

此の結果から云へば、I'IJJ伐前十亡於け る単位商牧町 ド|三均本教は試験匿によって共IUHz:議あり

と云ふと と は云へ左かったのであるが、 U'} 1 同間伐を施行せる後に於ては 、 (II)_I二)Erは (I ) ﾟ 

種に比して立木度高く 、 (II )土jぱー と ( III ) 各厨との1II1 v亡 は立木皮Kz長あるを認める ととは /.1-'，来

ない 、 ( II I) !各居 と (1) B 種との|自1K は (III) 各居の方i乞立木皮が南iい と云ふととを認め得る

に至ったのであ る 、 郎ち第 1 同間伐施行後 ( 1 ) B 誼が!I~~・K他の二つの試験hl[1'L土と して立木皮

が献に友ったと云ふ と とは /1'1来るのである。

次ぎに故:準偏差K就て同様の般討を行ったのでるる 。

I1r - σIl = 0.2 1 8 土 0 .0593 郎ち I1r -l1lr> 3 l' (意味る り )

11 [l-σrrr = 0.096土 0.0634 帥ち σrr-σm < 3 r (意味なL)

11m -σ1 = 0. 1 2 1 土 0.0553 印ち σnr -引 く 3 1・ (意味夜し〉

此の結果ーから云へばflfJ伐前K於ては立木度不揃の程度ば(I) B 極の方が(11 ) 上j母よ り も甚

だしか り しにも係らす間伐後は全 く之に反し ( 1) ﾟ 極の方が ( II ) 上j母に比 L て立木皮は よく
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揃って居ると云ふととに左り、 (II)J:居と (III)各居。聞に於ては間伐前K於ては (III)各唐の

方が(II)上唐に比べて立木度不揃の程度が高かかづたにも係らで炉、間伐後は二者共の聞に差あ

りとは認められなくなったのである、叉間伐の前後を通じ(1) B 種と(III)各居との間には立

木度不揃の程度の差は認められないと云ふととになったのであるから、拾に一つの小結論が同

て来た理'である、邸ちて 1) B 種の型式は立木度を揃へる作用を主主すもの‘戸、あり 、 (II) 上唐の

型式は立木度を不揃ならしめる作用をなすものでるり、 (III) 各居も亦多少同様の作用をなす

傾向あるも、 (II)Jコ唐程激しくないと云ふととが云へる様である、以上を総括すれば B 種の

間伐は立木数を減少せしむるととに劃しては影響が大であるが、立木の立ち方を一様ならしむ

る様に整理するととにきj しては、上居間伐よりも各居間伐よりも数果的である叉土居間伐は本

数減少に劃しては最も影響がIJ、で・あるが、立木の立ち方を不揃なら[める邸ち局部的に立木が

片よって立つ傾向を助長する作用を友すものである、而して各居間伐は此の比較試験に於ては

恰も前二者・の中聞の性質を帯ぷるものであると云ふととに左ったのである。

更に進んで・第 2 同間伐の結果を検討 して見ると失第の様である。

1J1'[ -Mn =0.7 12 士 0.0795 邸ち 111' 1 -Mn> 3 l' (意味あり〉

1Vln-jJlm =0.200 土 0.0882 郎ち ~~ln-jJ1m く 3 r (意味左し〉

M川-Mr =0.512 土 0.0751 邸ち Mrn -J11r > 3 1・(意味あり )

σI -σn=0.255 士 0.0562 卸ちの -ðlI> 3 l' (意味あり〉

σn-σm = 0.076 士 0.0623 剖ち σn-m く 31・ (意味t:r.し〉

�llI -�r = 0.183 土 0.0531 卸ちのn -� > 3 l' (意味あり〉

, 

郎ち間伐を繰り返へすとと前後 2 同ではあるが、立木密度の平均と、ユ，j:木管度の不揃の程度

とを比較の基本数とするとき、 B 種間伐の試験l亙は他の二言式験に比して疎立の度か高く ，叉立

木度は他の二試験に比してよく揃って居る、 ~nち本教は砂ないが全林-i践に立って居る特徴が

ある、叉上居間伐の試験直は立木密度が最も高いが、立木度1';):他のニ試験li![ vc比して最も不揃

• 
の度が高い、 帥ち木教は多いが、立木が一局所K集中的K片寄って居る傾向が強いの‘である 、

而して各居間伐の試験直は数字の上から云へば、立木密度も立木度不揃の欣態も二者の中聞に

あるが、之を統計数率的に見るときはf切に B I種の試験匿とは異なるととは認めらるるけIh �' 

も上居間伐の試験直との聞には共の差を認め得る程度K迄行って居ないのである。

以上は立木密度及び立木密度の均等性帥ち不揃の度K就て互K異主主れる試験匿の問に於ける

比較で、あったが、以下は同ーの試験区内に於ける推移を少し〈検討して見ゃうと思ふ。

第 25 去に依るに、間伐同教の霊怠るにつれて、平均立木度が小さく友って行くととは各試

験直とも同様であって、而も此の事たる首然の事であるから之以上諭すでる要はない;のである

が、立木度の不揃の度と云ふととになると一寸注意を喚ぶべき数字がIHて居るのである。

今昭和 4 年間伐開始前K於ける各試験匿の標準偏差をそれぞれ引・町内・上， ð1・毎とし第 1 同
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間伐の残存木の棋準偏差を 11 2.B ， σ2・上， σ2 各とし吏K昭和 16 :;手 3 月第 2 同間伐の残存木の

それを各 σ3・ B ， 11 3・上 ， 113 各とする 、 扱て第 20 表の数字を用ひて算出すると弐ぎの数行の如き

結果に到達するのである

σ1.B -σ2・B= ( 1.1 2 - 0.67 )土〆o.0602 + 0.0352 == ひ43 土 0.069 (意味あり)

内.B ーの.B= (0.67 -0.60) 土〆0.. 0352 + 0.0322= 0.07土 0.047 (意味なし)

升上ーの・上=(0.87 -0.88 ) 土 '/0 .0462 + 0.0472 = 0.01 士 0.065 (意味なし)

内・上ーの・上= (0.88 - 0.86 ) 土 1/1江田戸+0.国52=0.02土 0.065 (意味な L.)

σ1・各ーの各=( 1.1 3 - 0 ・79 ) :1::〆03窃E平日召了=0.34土 0.07 3 (意味あ り 〉

σ2・各ーの・径 =(0.79 -0.79) 土〆0.042 2 + 0.042~ = 0.00土 0.073 (意味なし)

以上の結果を通覧する J 、下のととが云へるのである、( 1 ) B 極及び( III )各居の二者は第

l 同間伐後残存木の立ち工合は~;_ï: 1 岡間伐前に比してーj音揃って来た卸ち間伐によって立木の

特度をー唐均等友らしめたのである 、 然 し( II )上居に於ては、間伐の前後K於て上述の如き差

が生じたとは解し得ないのである 、 叉第 2 間間伐を施行するに首つては、各試験直共間伐の前

後に於て立木皮の不揃の度が鐙化した帥ち間伐κ よってー居立木皮が揃って来た と云ふ:事置を

認めると とは出来ないのである 、以上の結果を云ひ直せば最初第 l 岡の間伐によって立木皮の

不揃を砂左くするたとはあ り得る けれども、第 2 間以後に於ては共f!ii'VC施さるる間伐の型式を

異友ら しめない限り立木度其のものは間伐の重念るに伴ないノj、さくなるが、立木皮の、不揃と云

ふものは饗化するものではお:いと云ふとと ~C左るのである も 更に云ひ直せば或るー林分K!t し

て間伐を施行するに首 り、 第 1 問、 第 2 聞 と間伐を繰返へす場合に於て常K同ーの種類の間伐

が施行せらるるとすれば、第 1 同間伐の前後は別として、第 2 間以後は間伐乞繰返へすと とに

よ りて本数は減少して行くが、共立ち工合は別に改善せ らるるものとは考へられ主主い、卸ち間

伐型式一種毎に立木の立工合止云ふものは混同するととの出来ない特徴を具有 して居る ものの .

様である。

5 胸高国板に関する調査

各試験匿の間伐木の ~Il より二本宛を濯び、共の各の胸高間板を採り、各国板に就て中心から

年怖迄の距離を測定 L 、此の数字を材料として年il命と年輪との聞の幅削ち年輪幅と俗稿せらる

る胸高牛径の連年の成長を算出したのである 、而して此の謹年成長に就て間伐が直径成長に及

ぼす影響を知らん と とを期したのであ る 、 共の事陀っき以下記述しゃう去忠ふ。

( 1 ) 調査費 ，料

此の研究に使月1 したる闇板の君子抗、 首該標準木君子抗及び共の各の平均総成長量〈平均胸高字

経〉等を示すと弐ぎの第 26 衰の様である.9
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第 26 表 胸諸国板一回表

潤板番鋭 r-] I 2 J 3 I 4 I 5 I 6 

持磁区 I (I) B 極 I (J) B 種 I (rr) 上 底 I (][) 上居| 叩 各暦 I (ll[) 各庇
試鈴木制 I ] j 209 I 14 I 89 I 6 I 152 
卒均牟径何) I ]5.35 I 16.00 I 日5 I 15.69 I 16.59 I ω3 
是等各園坂K就き傾斜I亡平行な る方向 iζ 牛筏 a. b を取り 、傾斜!と直角友る方向K午径 c. d 

を取り、年輪一本;釘:IL '1 1 心 より a. b. c. d の四距離を測定し (a+ b+c+ d)X ま =K を ~Î~ !"I~し

次ぎに一年内側の"'F-'!命に就き ( a'+ b' +ピ+dつ×ま = K' を3下問したものを平均牛径と し K- K'

= P を年輸の幅削ち牛径の辿年成長量 と したのである。

如上算rH方法の'tH~1jを節 Hb~悶板K就て示せば次ぎの~}. 27 表の様である。

皮付

H召 . 15 (2600) 

14 9 

13 8 

12 7 

11 6 

10 5 

9 4 

s 3 

7 。~

6 1 

5 (2590) 

4 9 

3 B 

2 7 

大.15 6 

14 ‘ 5 
13 4 

12 3 

11 2 

10 1 

9 (2580) 

8 9 

7 8 

6 7 

5 6 

4 5 

3 4 
、叫

釘 27 玉長 年輪巾(通年成長"ß:)d，l山の笠Ø1J

回板 1. (胸高) O) B僅 No.1 年輪i1!rI. 37 

狽『 定 位 cm a+b+c+d 
4 

a b c d (.zp.均終成長量)

]4.40 ]5.43 16.60 ]4.95 15.35 

14,00 14.89 ] 6.31 ]4..36 ]4..89 

J 3.80 14.67 16.15 14-.14 ]4.70 

]3.48 14.48 ]5.94 13.97 14.47 

13 ・ 29 14.30 15.74 13.80 14.28 

13.07 14.14 15.59 13.59 14.10 

12.83 13.95 15.38 13.40 13.89 

12.50 ]3.73 15.12 13.1 2 13.62 

12.27 13.48 14.87 12.90 ]3.38 

12.00 13 目 24 14.63 12.73 13.15 

11.73 13.00 ]4.37 12.53 12.91 

11.42 12.70 14.08 12.24 12.61 

11.01 1229 13.80 11.85 12.24 

JO.74 11.90 13.50 11.50 11.91 

10.32 11.45 13.15 11.11 11.51 

9.80 11.00 12.8リ 10.60 11.05 

9.31 10.50 12.04 10.13 10.50 

8.88 JO.03 10.96 9 目 57 9.86 

8.59 9.54 10.44 8.90 9.37 

8.29 9.00 9.80 8.28 8 . 8壬

7.99 8.49 9.38 7.96 8.46 

7.70 8.13 9.05 7.62 8.13 

7.43 7.60 8.66 7.25 7.74 

7.11 7.00 7.95 

F堅
7.24 

6.84 6 目 58 7.13 6.78 

6.47 6.19 6.78 6.26 6.43 

6.20 5.80 6.47 5.87 6.09 

5.95 5.50 6.14 5.56 5.79 

一一一

年輪巾

(連年成長泣

0.19 (37) 

0.23 (36) , 
0.1 9 (35) 

0.18 (34) 

0.21 (33) 

0.27 (32) 

0.24 (31) 

0.23 (30) 

。 目 24 (29) 

0.30 (28) 

0.37 (27) 

0.33 (26) 

0.40 (25) 

0.46 (24) 

0.55 (23) 

0.64 (22) 

0.49 (21) 

0.53 (20) 

0.38 (19) 

0.33 (18) 

0.39 (1.7) 

0.50 (16) 

0.46 (15) 

0.35 (14) 

0.34 (13) 

0.30 (12) 

0.34 (11) 
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30 

2 3 

!J.f!.45 2 

M 1 

43 (2570) 

42 9 

41 8 

40 7 

39 6 

38 5 

37 (2564) 

5.56 

5.00 

4.61 

4.18 

3 ・[4

3.30 

2.57 

J .48 

0.86 

0.33 

i~~J 
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5.20 

4.72 

4.44 

4.03 

3.67 

3.22 

2.61 

1.52 

Q.8;) 

0.31 

,-.• ー，
Z巳

5.82 

5.23 

4.81 

4.32 

3.90 

3.37 

2.68 

1.45 

0.90 

0.40 

位 cm ! 竺註立生 l 年 倫陥
4 I 

〔不均総成長走)i(濯年威主主主在〉

5.20 ! 5.45 

4.89 

4.50 

4.08 

3,. 69 

3.20 

2.52 

1.49 

0.89 

0.36 

0.56 (J 0) 

0.39 (9) 

0.42 (8) 

0.39 (7) 

0.49 (6) 

0.68 (5) 

0.03 (4) 

0.60 (3) 

0,53 (2) 

0.36 (]) 

4.61 

4.]3 

3.77 

3.43 

2.92 

2.23 

1.50 

0.92 

0.40 

ヨたぎに各国板に就き之が胸高i半径の平均線、成長の欣態を示すと ヨえぎの第 28 表の様になるの

である。

第 28 表 !胸高牟径の平均総成長量

国板 1 国( 板 2 国(lI 放 ， 3 国(11 板 4 国(目)各板N暦o. 5 6 図( 1Il)ハ各i0恢.局156 2 (l )B種 {)NB0種. )E上"，0暦.14 )N上0l暦. 89 No.l 209 

皮付 15.35 16.00 ]5.25 15.69 16.59 14.93 

昭和15(2600) 14.89 15.51 14.87 15.21 16.25 14.42 

14 9 14.70 ]5.35 ]4'.70 15.03 15,97 14.23 

13 8 14.47 15.21 14.49 14.81 15.71 13.91 

12 円I 14.28 14.88 14.27 14.66 15.44 13.67 

J1 5 14.10 14.63 14..01 14.46 15.13 13.36 

10 5 13.89 14.37 13.79 14.27 14.83 13.06 

9 4 13.62 14.06 13.54 14.02 14.42 12.68 

8 3 13.38 ]3.79 13.31 13.81 13.99 12.33 

7 2 ]3.15 13.54 13.11 13.63 13.62 12.02 

6 1 12.91 13.24 12.75 13.33 13.42 11.62 

5 (2590) ] 2.61 12.88 . 12.64 ]3.06 12.84 11.21 

4 9 '12.24 ]2.53 12.36 12.80 12.45 10.82 

3 8 11.91 12.21 12.1'1 12.49 10.48 

2 7 11.51 11.86 11.80 12.14 11.51 10.12 

大正15 6 11.05 11.47 11.47 11.79 10.97 9.80 

14 5 10.50 11.02 11.08 11.43 10.40 9.40 

13 4 9.86 10.68 10.74 11.12 9.94 9.11 

]2 3 9.37 10.35 10.42 10.82 9.47 8.79 

11 2 8.84 10.05 10.03 10.47 9.05 8.47 

10 1 8.46 9.78 9.83 10.16 8.77 8.19 

9 (2580) 8.13 9.60 9.57 9.87 8(.47 7.87 
、

8 9 7.74 9.29 9.59 8.20 7.57 
. 

7 8 7.24 9.01 8.95 9.17 7.84 7.1 0 

6 円t 6.78 8.62 8.53 8.75 7.48 6.72 

5 6 6 目 43 8.28 8.06 8.33 7.14 6.35 

4 5 6.09 8.03 7.70 7.89 6.81 6.QO 
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殴( I) B砂、種 1 圏(I)NB核o .種2 ・2 開(I!)上校暦 3 !(亘I! )上』反暦 4 国各板N暦o. 5 国(E )N各枝o.暦156 2 (IDJ 
No' 1 09 No.14 No.89 

3 4 5.79 7.76 7.27 7.49 6.4-1 5.67 

2 3 5.45 7.39 6.78 7.10 5.98 5.31 

明治45 2 4.89 6.86 6.18 6.51 5.41 4.82 

44 1 4.50 6.29 5.41 5.78 4.80 4.38 

43(2570) 4.08 5.61 4.61 5.02 4.08 3.97 

4:3 9 3.69 5.02 3.74 4.24 3.44 3.38 

'11 8 3.20 4.:34 2.87 3.59 2.72 2.80 

40 7 2.52 3.27 ]白 85 2.58 1.75 2.14 

39 G ] .49 2.01 1.00 1.47 0.92 1.29 

38 5 0.89 1.50 0.49 0.86 0.51 0.84 

37 4 0.36 0.93 0.16 0.30 。 目 41

36 (2553) 0.26 一

次ぎに第 27 表同様の操作を各国板K施して各~j=.次に於ける年愉隔を求め更に其の 5 黒(j移動

平均値を求め 、 且共 5 型\Iî移動平均値i'L~討する年輪幅自IJち連年成長量の振動J伏態を算出すると失

ぎの第 29 去のi僚になるのでるる。

叉是等胸高牛径の総成長主 、 連年成長量及び之が 5 思i移動平均値等与を 曲械を以て示す と それ

は第 8 図版(末尾に附す) 共 1 乃至共 6 の様1'L1J:るのでああ。

( 2 ) 検討

今 8 固版を見ると共紙成長の曲線も連年成長の出記長も共に各国板を通 じて成長枇態が酷似し

て居ると云ふととは一見直ちに気付くととである 、依って各国板相互間に於ける成長扶態の相

関関係を先づ求めて見るべく 研究を進めたのである。

邸ち第 29 表か ら連年成長の測定値が移動平均出I*Jí~の上下K如何様に振動 して居るかを闘示

する と、 それは第 9 闘版共 1 J~至共 6 の様1'L 1ìるのである。

此の固を見ると、錠々各回板の成長j伏態が互によく似て居ると と K気付 くのである 、 依って

三大ぎの計算fYUC第 30 表委JITl) の示す如く任意の閤板 2 枚宛の組を韮複友く、遺漏左 く作って 、

二者の連年成長の消長に就て相関係教を求めて見たのである。

此の第 30 表の数字を用ひ一般式lて充てはめ る と、

勺/平 = 1零 =0.0866 σ%= 1平=1雫=0.0960

γ=エ己主よ = +0.2269 = +O田 846 土 0.034
ησ16~ - 32 X 0.0866 X 0.0960 

1 -〆 l ー0.8462

P.E. of l' = 0.6745 x づ ， = 0.6745 x 一__ -ァー =0 . 034
下/ n --./ 32 

~rlち園板 l 蹴と困板 2 !院と の漣ヨド成長の消長の聞には相営高き相関関係の存する と と を知 り

得たのである。

斯く して生じ得る 1 5 組 の比較の結果をー去!と示すと、それは第 31 表の携な結果となるの

でまb る q

』
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第 29 表 II旬荷停径の漣年成長量と呉の 5 昇Ui移動2J三均値及び

閣;恢 1 (1) B種 No.l 日 2 (1)町o . 209 I 困板 3 (n)上層

間蹴[ 5賂吋侃美|A R IA-B A B jA-B=C[ A B 

0.19 

0.23 0.23 0.21 

0.19 0.20 -0.01 0.24 0.23 十 0.01 1 0.22 i 0.22 

0.18 0.22 -0.04 0.25 0.26 -0.01 0.26 0.23 

0.21 0.22 -0.01 0.26 0.27 -0.01 0.22 0.24 

0.27 0.23 十 0.04 0.31 0.27 0.23 

0.24 0.24 0.00 0.27 0.28 -0.01 I 0.23 0.25 ! 
0.23 ¥).26 -0.03 0.25 0.30 -0.05 I 0.20 0.23 

0.24 0.28 一 0 . 04 0.30 0.31 -0.01 0.36 1 0.24 

0.30 0.29 +0.01 0.36 0.32 +0.04 0.11 1 0.23 

0.37 0.33 +0.04 0.35 0.34 十 0 . 0 1 。 0 .28 '1 0 26 

0.33 0 ・ 37 -0.04 0.32 0.35 -0.03 0.22 1 0.26 

0.40 0.42 -0.02 0.,35 0.37 -0.02 0.34 I 0.31 

0.46 0.48 -0.02 。 守 39 0.37 +0.02 0.33 1 032 

0.55 0.51 + 0 . 0壬 0.45 0.37 +0.08 0.39 I 034 

0.64 0.53 + 0,11 0.34 0.36 -0.02 0.34 1- 035 

0.49 0.52 -0.03 。 白 33 0.34 -0.01 

0.53.. 0.47 十 0 . 06 0.30 0.28 +0.02 0.39 0.30 

0.38 0.42 -0.04 0.27 0.26 +0.01 0.20 029 

-0.10 0.18 0.27 -0.09 I 0.26 0.29 

0.39 I 0.41 -0.02 0.23 0.29 -0.06 0.28 0.30 

0.50 0.41 +0.09 0.36 0.30 十 0 . 06 0.34 035 

0.46 0.41 +0.05 0.39 0.31 +0.08 0.42 0.37 

c).35 0.39 -0.04 0.34 0.32 斗 0.02 0.47 0.40 

0.34 0.36 -0.02 0.25 0.32 -0.07 0.36 0.43 

0.30. 。 悶 38 -0.08 0.27 0.35 -0.08 0.43 0.47 
ι 0.34 0.39 -0.05 0.37 0.40 -0.03 0.49 

0.56 0.40 十 0. 1 6 0.53 0'48 +0.05 0.60 0.62 

0.39 0.42 -0.03 ー0.57 0.55 +0.02 0.77 071 

0.42 0.45 -0.03 0.68 0.63 十 0 . 05 0.80 0.78 

0.39 0'48 -0.03 0.59 0.72 -0.13 0.87 087 

0.49 0.60 -0.11 0.78 0.86 -0.08 0.87 0.88 

0.68 0.64 +0.04 0.97 0.82 +0.15 1.02 0.82 

1.03 0.67 +0.36 1.26 0.82 十 0 .44 0.85 

0.60 0.64 -0.04 0.51 0.80 -0.39 0.51 , 0.57 

0.53 0.57 0.65 -0.08 0.33 

。 目 36 ' 0.67 0.16 

一 0.26 
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移動卒均値が連年成長設に封ずる偏差

No.14 国板 4 ( H )上暦 No . 89 国板 5 (直)各暦 No . 6

33 

国板 6 (J[)各暦 No.1 52

…=c j ^ I n - Iー=c j_ A 1 B I…1 A I B j A-B~C 
0.18 0.28 0.19 

0.22 0.26 0.32 

0.00 0.15 0.19 I -0.04 0.27 0.28 -0.01 0.24 0.27 -0.03 

+0.03 0.20 0.00 0.31 0.31 0.00 0.31 0.31 0.00 

-0.02 0.19 0.20 -0.01 0.30 0.34 -0.04 0.30 0.32 -0.02 

+0.02 0.25 0.21 +0.04 0.41 0.36 +0.05 0.38 0.33 十 0 . 05

-0.02 0.2J 0.'43 -0.02 0.43 0.38 ' +0.p5 0.35 0.35 0,00 
-0.03 0.18 0.24 .-0.06 0.37 0.40 -0.03 0.31 0.37 -0.06 

+0.12 0.30 0.24' I +0.06 0.38 0.39 -0.01 0.40 0.37 + 0.03 
-0.12 0.27 0.26 I +0.01 0.40 • 0.39 十 0.01 0.41 0.37 +0.04 
+ 0.02 0.26 0.30 J -0.04 0.39 0.42 -0.03 0.39 0.38 +0.01 
-0.01 0.3J 0.31 I 0.00 0.41 0.45 -0.04 ー J . 34 0.36 -0.02 

+ 0.03 0.35 0.33 ! +0.02 0.53 0.49 +0.04 0.36 0.36 。 . 00
、、

+0.01 0.35 0.34 + 0.01 0.54 0.50 +0.0壬 0.32 0.34 -�.fJ2 

+0.05 0.36 0.33 +0.03 0.57 0.51 +0.06 0.40 0.34 +0.06 

-0.01 0.31 0.33 -0.02 0.46 0.49 -0.03 0.29 0.33 -0.04 
-0 目 01 0.30 。 目 33 -0.03 0.47 0.44 +0.03 0.32 0.32 0.00 

+ 0.09 0.35 0.31 +0.04 0.42 0.39 +0.03 . 0.32 0.31 十 0 . 01

-0.09 0.31 0.31 0.00 0.28 0.35 -0.07 0.28 0.31 -0.03 

-0.03 0.29 0.33 -0.04 0.30 0.33 -0.rJ3 0.32 0.34 -0.02 

-0.02 0.28 -0.06 0.27 0.31 -0.04 0.30 0.35 -0.05 . 
-0.01 0.42 0.37 +0.05 0.36 0.33 +0.03 0.47 0.37 +0.10 

十 0 . 0、5、 0.42 0.40 +0.02 0.36 0.33 十 0.03 0.38 0.37 +0.01 

+0.07 0.42 。 町 42 0.00 0.34 0.36 -0.02 口、3マ 0.38 -0.01 

-0.07 0.44 0.41 +0.03 0.33 0.37 -0.04 0.35 0.36 -0.01 

-0.04 0.40 0.45 I -0.05 0.40 0.41 -0.01 0.34 0.38 -0.04 

-0.04 0.39 0.51 -0.12 0.43 0.47 -0.04 0.36 0.40 -0.04 

-0.02 0.59 0.57 + 0.02 0.57 0.55 +0.02 0.49 0.41 +0.08 

+0.06 0.73 0.65 + 0.08 0.61 0.59 +0.02 0.44 0.46 -0.02 

十 0. 0 2 0.76 0.70 +0.06 0.72 0.65 +0.07 0.41 0.50 -0.09 

0.00 0.78 O .γ9 -0.01 0.64 0.73 -0.09 0.59 0.54 +0.05 

-0.01 0.65 0.86 -0.21 0.72 0.78 -0.06 0..58 0'.62 -0.04 

+0.20 1.01 0.83 +0.18 0.97 0.71 +0.26 ‘ 0.66 0.63 +0.03 

+0.13 1.11 0.79 +0.32 0.83 0.69 十 0 . 14 0.85 0.59 十 0.26

-0.06 0.64 0.72 -0.06 0.41 0.45 。‘ 56 -0.11 

0.56 0.51 
a、

0.43 

0.30 0.41 .. 
.....,_ 

• 
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f1九 30 表 JI旬商牟径連年成長の相関係数算出の資例

、 間板 1 (1) B種 No.1 園板 2 CI) B種 No. 209

連或長A年量1汗|5 蛤均B移1暫El||偏A-R=差併町I x2 |成連長A室年詮|卒5 烈均Bt移値動I
眉A-Bー-;  

γ 
。

li[l 'fl日15 (2600) 36 0.19 0.16 

14 9 35 0.23 0.23 

13 8 34 0.19 0.20 -0.01 0.0001 0.24 0.23 十 0 . 01 0.0001 -0.0001 

12 7 33 0.18 0.22 -0.04 0.0016 0.25 0.26 -0.01 0.0001 +0.0004 

11 6 32 0.21 0.22 -0.01 0.0001 0.26 0.27 -0.01 0.0001 十 O.OOOJ

10 5 31 0.27 0.23 十 0 . 04 0.0016 0.31 0.27 +0.01 0.0016 + 0.0016 

9 4 30 0.24 0.24 0.00 0.0000 0.27 0.28 -0.01 0.0001 0.0000 

8 3 29 0.23 0.26 -0.03 0.0009 0.25 0.30 -0.05 0.0025 十 0 . 0015

7 2 昔8 0.24- 0.28 -0.04 0.0016 0.30 0.31 -0.01 0.0001 + 0.0004 

6 1 27 0.30 0.29 十 0 . 01 0.0001' 0.36 0.32 +0.04 0.0016 十 0 . 0004

5 (2590)26 0.37 0.33 +0.,04 0.0016 0.35 0.34 十 0.01 0.0001 +0.0004 

4 9 25 0.33 0.37 -0.04 0.0016 0.32 0.35 -0.03 0.0009 +0.0012 
、 3 8 2占 0.40 0.42 -0.02 0.0004 0.35 0.37 -0.02 0.0004 ギ 0. 000 4

2 7 23 0.46 -0.48 -0.02 00004 0.39 0.37 ・ 十 0.02 0.0004 -0.0004 

大正15 6 22 0.55 0.51 十 0 . 04 0.0016 0.45 0.37 十 0.08 0. 006壬 +0.0032 

14 5 21 0.64 0..53 +0.11 0.0121 0.34 0.36 -0.02 0.0004 -0.0022 

13 4 20 0.49 0.52 -0.03 0.0009 0.33 0.34 -0.01 0.0001 +0.0003 
]2 3 19 0.53 0.47 +0.06 0.0036 0.30 ー 0.28 +0.02 0.0004 I + 0.0012 

、
J 1 2 18 0.38 0¥.42 -0.04 0.0016 0.27 0.26 +0.01 0.0001 -0.0004 

10 1 17 0.33 0.43 -0.10 0.0100 0.18 0.27 -0.09 0.0081 + 0.0090 

9(258Q): 
. 

0.39 0.41 - 0 舎 02 O.OOOt 0.23 0.29 -0.06 0.0036 十 0 ， 0012

8 9 15 勺 0.41 +0.09 0.0081 0.36 
. 

0.30 +0.06 0.0036 +0.0054 

7 8 14 0.46 0.41 +0.05 0.0025 0.39 0.31 +0.08 0.0064 十 0 . 0040

G 7 13 0 .3;う 0.39 -0.04 0.0016 0.34 0.32 十0.02 0.0004 -0.0008 

5 日 1 2 0.34 0.36 -0.02 0.0004 0.25 0.32 -0.07 0.0049 + 0.0014 

4 511 0.30 -0.38 -0.08 0.0064 0.27 0 .3丹 -0.08 0.0064 +0.0064 

3 4 10 0..34 0.39 -0.05 0.0025 {).37 0.40 -0.03 0.0009 +0.0015 

2 3 9 0.56 0.40 +0.16 0.02.56 0.53 0.48 +0.0.5 0.002.5' +0.0080 

明治45 2 8 0.39 0.42 -0.03 0.0009 0.67 0.55 十 0.02 0.0004 -0.0006 

44 1 7 0.42 0.45 -0.03 0.0009 0.68 0.63 +0.05 0.0025 -0.0015 

43(2570) 6 0.39 0.48 -0.09 0.0081 0.59 0.72 -0.13 0.0169 +0.0117 
42 9 0.49 0.60 -0.11 0.0121 0.78 0.86 -0.08 0.0064 十 0.0088

4.1 8 4 0.68 0.64 十 0 . 04 0.0016 0.97 0.82 与 0.15 0.0225 +0.0060 
40 7 3 1.03 0.67 +0.36 0.82 +0.44 0.1986 +0.1.584 

39 6 '2 0.60 0.51 

38 (2565) 1 0.53 0.57 
, 

~ 2x2 =0.2405 2y2=0.2995 

. 0.0060 

1'2'11=+0.2269 

-' 、

一、
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一一一-
然 31 表 困板相互間に於ける!惚高牟徳連年成長の相関係数
国 荻 1n国板 2 I図板 3 I !盟 板 4 I [国 板 5-r 画板 6
<I) B優 1 (1) B種 1 ( 1[)上暦 1 (J[)上暦一 1 (/[)各暦 1 (盟) .各暦

, I No.1 ) No. 209 I No.14 I No. 89 ) No. 6 I No. 152 

国紋 J ( 1 ) B庖 No . 1 1 1 0 闘士 0 . 034 1 0.36ω1仲間土0.0.57 1 0山0判。向。附
薗板 2 (J )B穐 No . 209件846 土 0.034) 1 1 0.543 土 0 . 084 ド0.840 土 0. 046 10 . 71 2 土 0 . 05 9 1 0.7的土 0. 052

[笥板 3 (ll)上暦 No. 14 : ( 0.364土 0.103 J:( 0 .-5 43 土 0. 08壬)1 1 0 . 631 土 0 . 0 71 1 0.636土 00631 0 .3 84土 0.1 02

画板 4 ( ll )上暦 NO. .89 1(0 . 719 土 0 . 05り 1(0 . 84 0土 0 . 046 ) ;<.0 .61 3 土 0.071)1 1 0 . 742 土 0 . 053 1 0 . 717土 004.5

闘板 5 ( ]J[)各暦 No. 6 1 (0 . .5 14土 0. 088) 1(0. 71 2土 0.05 9)1(0 .685 土 0. 063)1(0.742土 O目 0.'í 3)1 1 0.442 土 0096

図板 6 (]J[)各層 No.1店5臼叫2

今此の第 3引l 表tに亡て求め得たる相閥係数を見る κ 、 全部正の値を示し、且共の大いさ 0.5 を

越ゆるものは置に 12 の多き を数ぞへ る ? 繭絵のものも最小 0.364 最大 O目442 であって 、 而も

各数字の時率誤差をは共の値が充分友程度にノj、である 、 自Il iぅ大慌の傾向は地位を一致せしめたる

スギ林に於て、局防衛~vc.間伐の型式を箆へて各林分を拙育しでも 、 各林木相互間に於ける胸高

直俊の太りは常に正の相関~k態を示して居る、卸ち同一林分でさへあれば、共局所毎の.lf>t扱の

如何K係らす=、各林木の胸高直佳の太り方の泊長は互に同;隊であると云ふ傾向を認むると と が

出来るのでる る、向此の現象はi南島腕相馬群玉llJ';j."] 大字玉llJ'字削霊山菌有林(原 Ifり皆林署管内)

K於けるカ ラ マツ、ヒ ノキ混清林試験地lて於ける結果と同様である(林業試験報告第 38 鋭 、

川町、 大橋、カ ラマツ、ヒノキ混濁林試験の成績参照〉。

然し左がら之は明治 40 年から昭和 13 ::: 1三 K至る 32 "'j.ô.間 と云ふものを長j象 I ~こすれば、 各木

の 11旬高4三位の太り 工合の大勢が互K類似して居ると云ふととが-1.1伝説明せられたので誌うって 、

-)託till部K於ては如何友る援化を示して居るかは想像 し得左'v、ので・ある 、 そとで木試験の開始、

せられたのは昭和 4 ål三 11 月 であ るから共の翠年昭和 5 "' 1三から昭和 15 :5j:'.V[亙る 11 仰年の辿-

51'-成長に就き Ra此 訟を用ひて今一臨検討して見たのがある、今共 Rank を表K取り極めて示

すとそれは第 32 去の棋である 。

第 32 表 試験開始以降の宇径漣年成長誌と其順位

甲板~ I 回話 2 1 (' 板: I 回紋: !(官 喝。ア設 6() BEENo.1( l)BNo. 209 ( )よN暦o. 14( ll) 上N勝o.89) ， 6( lH) .152 

立E年成A長副| 順B位 1 A ¥-_ B i A ¥ ] ~ 1 A ¥ B. I A ! B ¥ A I~ 
U?l 15 0.19 9 0.16 11 0.:1 7 10 0,] 8 9 0.23 9 0.J9 J j 

14 0.23 6 0.23 10 0.21 8 0.22 5 0.26 11 0.32 6 

13 0.19 9 0.24 9 0.22 6 0.15 11 0.27 10 0.24 JO 

12 0.18 11 0.25 7 0.26 3 0.20 7 0.31 7 '0.31 ー 7

11 0.21 B 0.26-.. 6 0.22 6 0.19 8 0.30 8 0.30 9 

10 0.27 3 0.31 3 0.25 4 0 . 2う 4 0.41 2. 0.38 4 

9 0.24 4 0.27 。 0.21 δ 0.21 6 ~日 目 43 i 0.35 。

8 0.23 日 0.25 7 0.20 9 0,] 8 9 0.37 6 0.31 7 

7 0.24 4 0.30 4 0.36 1 0.30 1 0.38 J。 0.40 。~

6 0.30 2 0.36 1 O.lJ 11 0.27 2 0.40 3 0:41 1 

5 0.37 1 0.35 2 0.28 2 0.26 3 0.39 4 3 
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此の表の数字から一般式

γ=l-51生二必とによって Rank ceefficient を求めて見るとそれは次ぎの第 33 去の様にN(N2_1) 

主主るのである。 _)

第 33 裳 Rank 絵fご依る牛径jm'平成長長相互間に於ける相関係数

/0陸)B種板No.11 |f I闘)B種板No.2209 l1 H岡)上暦板No.314 開)上 板 4
(![ 暦 No. 89 (ill国)各暦板No・ 56 (][国j各暦板N0.1652 

闘板 1 0.800 土 0.073 0.164土 0.198 0.782土 0.079 0.714土 0.100 0.846 土 0.058

国 t反 2 (0.800土 0.073) 0.346土 0.1 79 0.755土 0.087 0.83~土 0.063 0.855土 0.055

国 J恢 3 (0.164士 0.198) (0.346 土 0.179) 0.373:i 0.175 0.278士 0 .188 0 .3 09 土 0.184

国板 4 (0.782土 0.079) (0.755 土 0.087) (0.373 土 0.17.5) 0.277土 0.188 0.937土 0.02.5

画板 5 (0.714土 0.100) (0.832土 0.063) (0. 278土 0 .188) (0.277士 0.188) 0 . 70.5土 0 . 102

闘も反 6 (0.846土 0.058) (0.8.55 土 0.05.5) (0.309 土 0 . 184) (0.937土 0.025) (0.705土 0.102)

此の表によれば 15 組の中 Ran比係数の値 0.5 を越ゆるもの 9 であって、それは共の各教の

確率誤差の値との封比上悉く意味ある数字である、市して残 6 のものは悉く 0.5 以下であって

而も共値は共の各の確率誤差の値と'の封比上意味泣き数字である。

- 教に於て先づ(1) B 種に属する園板 No. 1, No.2 と (II)上居に属する岡板 No.3 と No.4

とを翻せしめて見ると如何友るととにたって居るかと云ふと次ぎの様である。

No.1 : No.3 rく0.5 而も意味なし

No. l' : No・ 4 ,.> 0.5 而も惹味るり

No.2 : No.3 rく0.5 而も意味なし

No.2 : No.4 r>g.5 而も意味あり

即ち結果は牛々であって、 nn伐の型式が成長j伏!設に及ぼす影響に共間互に差ありや否やは不

明であると云ふどとになるのである。

ーヨえぎK同様の検討を ( II )J二唐十亡属する国板 No. 3 , No.4 との (II I )各屠に屈する園板 No.5

No.6 とを封せしめて行なって見ると次ぎの様であるJ

No.3 : No.5γく0.5 而も意味なし

No.3 : No.6 rく0.5 而も意味たし

No.5 : No.5 rく0.5 而も意味なし

No.4 : No.6 r>O.5 而も意味あ り

邸ち 4組の比較の中 3 組迄は何等の傾向ある，ととをも示さお:いが l 組は亙7κ1・m闘するととを'

示して居るのである。

更に進んで、最後の比較たる(III)各居に属iずる閏板 No. 5 , No.6 とを ( I } B 種に属する国

板 No. ), No.2 と相封せしめて上掲同様の徐討を行IJ.って見ると次ぎの棋でるるd

No.5 : No.l r>O.5 而も意味るり

No.5 : No.2 r>O.5 而も意味あり

/ 



λ ギ林間伐試験の成樹 〈第 llf功報告〉

No.6 : No.1 1'>0.5 而も意味あり

No.6 : No.2 1'>0.5 而も意味あ り

2i主 fC於て以上の主.JJlH を俄i約して見ると次ぎの数僚K師するととが出来る卸ち

δ7 

(1) ( I ) B 極と(Il)上府と の聞には胸高直純成長の大勢ガ互に相 If友ふ傾向b るを見出

し得tJ.い。
. 

(2) ( II )Jゴ昔と (III) 各府との加にも附IJ~j也概成長の大勢が互削il1*なふ傾向あるを見lI'a

し得友 ".。

( 3 う 然るに( 1 ) B 極と (III )各居との聞には胸高直純成長の大勢が互に~4~1伴ふ傾向あるを

認むるとととが1:1 11*る 。

然るfC ( I ) B ~主(: (Il) J-.J忌の二つの間伐型式lりきて越 しく異怠る賄は前者凶に於ては共下j碕

木が盛に間伐せらる るに針し(II )上居 lζ於ては全然下j青木が間伐せられざるととである 、市し

て(II )上居と ( III ) 各庇とのこっ型式の聞に如何なる発があるか去云ふと程度lζ於て(I) B担

と (II) 上j昔との fl lJ fc砕す る程の も のでは主主いが、(I II ) 各j世に於ては兎K角或る程度迄は下j低

水が間伐せらるると云ふととが一つの特徴となっ冨来るのである、而して上掲せる比較の如く

桂度K大ノj、の援とそあれ、兎l亡角下唐木が1mイjとせらるる型式に属する岡板の聞では比較的言::j き

相 It国関係を認むるを得るのでb る 、自Hち下j音林冠を整辺il.す るとせざるがlI:tの場合JI向l高直結1~の成

長lて何等かの闘係を有しbLlL\1伐の型式を線本的に具ならしむ る作用をなして居る も のの様でb

る 、然し3折 く の如き結論を昨1i:するに はJ，l;[K本試験を航行する必裂があ る様である。

6 虚 構 妥

( 1 ) 本試験林は明治 33 :'fl.ô.の植栽K成るものである。

(2) ヌ本トドよ捌

して危尉tる、 T而市して共の上比ヒ蚊すべき型式と して(I )戸そ千苛寺I1干刊j店引三1ヰI"~j式 B 紐、 (II )帥図式上)~HI日 伐、 ( Il I )折

衷式各屠|日]伐の 3 者としたのでるるが、此の中 ( III ) 折衷式各J任問伐と云ふのは若者の創立に

成る一種の自 8J型でるる 。

(3) 本試験の~} 1 同 1 1\ 1イえは、昭和 4年 11 月 l乞行はれ、第 2 同間伐は0f1;f: 11 16 !.ド 3 月陀行

はれたのである、而して本報告は昭和 1 6 "'1'-3 月官時迄の割引材料K依って制製したものであ

る。

(4) 材杭並K材砧)!.k:長の討j肢を試験r}FI !tfì歯 lF!jの相官数で除し?とる比率を以て比;11交ず る氏、

(III) 各居最も有利にして(I )B :JÆ最も不利とする馳が多いのであるが 、 此の結巣は:1íJ.に第 I

間報告のものでるって、伏期迄の成績を7象台するものとは考へられないのである 、同時に今後

の経過は本試験心il止 も 尻皇居放 る部分でなければならぬ。
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(5) (I ) B 種は間伐を施行する毎K残存木の直径をー居揃はしむるととに放果あるに封

し、 (II) 上j昔、 (III) 各居の二者は間伐を施行する毎に残存木の直筏をγ居不揃念ら しめ る作

用を主主すものである。

(6 ) 樹高K劃する各種間伐の影響亦也-佳の場合と同様であ る。

(7) 本試験は一方K於て之K施す!111伐の型式を具にせる 3 つの林分であ る と同時K 、 是等

3 林分は年齢を同じくする一持林でdうる 、それ故此の研究の基礎問題として 、 ー済同齢林の構

詰を始討して見?と所、 直径と樹高との聞には常に高き相闘関係を持し、直佳と枚張止のrm I乙は

利高き相関関係を持し、 直径と投下高との問には等ろ低き相関関係を持して居る事置に到達し

たのでるる 、而 して此の結果は既に護表せる(林業試験報告第 25 抗 、 持 27 抗、第 37 抗アカ

マツ、カラマツの植;伎の疎密が成林AA態に及ぼす影響参照〉アカマツ林及びカラマツ林の林分

借越と共の軌をーにせるものでるる、邸ち是等の事置はー持同齢の針2\.~;樹林の通有せる林分構

越の特徴と見るごとが出来る様である。

(8) 異なれる種類のIM1伐治市町マ高K及ぼす影響としては殆んど何等見るべきものなき l亡反

じ、 投張;1[.:&.ぼナ影響と認め得べき現象は相官K顕著左 も のかあ るのである 、郎ち枚張の不揃

の程度K於て直径のの不揃程度に及ぼす影響と類似の現象を護見ずるのである 。

(9 ) 間伐の型式を.具にすれは残{}・木の立ち方が互に具なって来べきを想像し、各試験区内

に 、 一定の)1'*7伏の標準地を取り之を 5 米四方の桝自に分ち、此の 1 桝の l 十1 1[.立つ平均本数K よ

って立木筏度を知り 、 共の棋準偏差を求めて共の立木皮の不摘の程度自flち散在の-;隊さを知っ

たのであるが 、 立木密度は ( 1 ) B 種tζ於て特に低く 、 散在の一様さに於て ( 1) B 1歪が最も一

較であ る邸ち立木の局部的群集性が砂ない、掛かる意味に於て(I 〉 P 趣が材I"H;I を整理す る _I-.VC

最も殻果るるものでる る 。

(0) 各試験匿内1[. 2 本宛の棋準水(但し1m伐木) を取 り 之が胸両国|板を採取 し共の(，1'.輸に, 
閲する測定数字乞基とし肥大成長を比較して見た庭五 参考 とすべき二三の事象を護見 したので

ある。

第 1 は、植栽栽-後今日迄tに亡至る直f筏妥成長泊

巨自的|内句 K相{併伴4宇2え友主つて鑓化して居る ものである。

/ 

' 第2 は、 意外にも試験開始後K於け る直筏成長消長に及f.fナ影響と して(I) B 種と(lII )各

居とは相伴ない (II ) 上居とてIII )各居と は共の間K今の臨何等の関係も護見 し得ない止云ふ結

果に到達したのである、此のb事置に護足して 、 多少なり とも下唐木を間伐するか、或は全くせ

ぎるかと云ふととが残存木の直径成長消長の2RIにやすか具なる影響を興ふるのでは友いかと云ふ

疑問を懐く K至ったのでるる。

唱、

--
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結論

以上記述し来った底に肉眼的の観察をカ11えて結論するに、材積成長K闘する諸事項の比率比

較に於て (III )各府1m伐が常 l吃第一位を占めて居る司王賓と 、 残存木の平均直僅が特に( 1 ) B 種

間伐K於C大である 、 叉残存木が共の立ち方lζ於ても、共の直径K於ても最も一様K且揃って

賠るのは(1 ) B 種であると云ふ此の三瓢が鍵をえ主して 、 試験の最後の成果を決定すべきもので

あ る様K考察せ ら るるのでるるが 、 それは後日前二三同の間伐を繰り返して、やがて伐朋近く

にな ら友 ければ、 結論には到達しないと思ふのでるる 、何れにしても針葉樹林に劃 して 、 元予f<i

i間業樹林氏劃 して普通行はるる俳図式の上居間伐を共の依宛てはめたる (II )上居間伐 11. 、 之を

成林j伏態に閲す る数宇のJ-_か らも、叉之を肉fj)~的の形相の上から見ても 、此の式が他の 2 極の

mJ伐型式K比して優位の1m伐法であるとは忠へ危い様で②る。

之を要するに本試験の成よj:bは向未た・結論に達して居ないととは勿論、最後の成巣に劃して何

等む議想を も許さないとと を示 して居る、然し主主がら樹冠の各居lて瓦り ~rJ伐に依って欝閉を調

節 し・てや る と云ふやり方が、単に上居林冠のみを整理して下唐林冠を共の催に して置くやり方

よ り も 、 之を材t'í成長の立場から見るも之をヰ材1'1整理の結果から見るもー居放果的のものであ

る と云ふ と と迄は11:([信を以て結論でき る棋である。

... 



/ 
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資料 第 1 表 直径階別総踊階別本数分配表

昭和 4 年 11 月第 1 悶I間伐25時

其 1 cr) B 種

出:1 568 換h蛍a本数算~IドF 均
6 1 一 一 一一一 1 31 5.00 

8 
L 

10 

12 1 2 1 41 11 11.00 

14 1 2 ‘μ > 4 l 
.同

111 31 12.45 

全 16 1 5 12 c白、 211 59 1390 

18 1 3 13 16 7 c白、 42 118 1474 

20 3 15 21 12 17 2 701 197 15.44 
林

22 2 4 18 14 ].1 8 口戸 1 671 188 17.31 

間 24 1 10 13 20 16 5 1 66 

26 ー - 1 2 8 8 12 8 39 110� 17 33 
伐

28 11 7 11 3 32 90i 1819 

日、』目J 30 1 3 8 3 3 18 51 1822 

32 
, 

1 4 4 ο 1 1 16 45 1925 

34 。“ 2 41 11 19 .~O 

36 、 1 2 3 8119.67 

38 1 1 3120.00 

計- 1 一一一-- 2 4 5 17 47 69 57 77 57 39 18 1 1 39.'i 

算ha:本蛍数換 3 一一 一- 6 11 14 48 132 194 160 216 160 110 51 3 3 1111 

一
卒均 6.00一一一一 13.00 13.00 14.80 17.29 18.�8 20.67 22.03 23.69 25.89 27.38 31.00 32.00 32.00 

D(¥CmJ¥¥ 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 計 t換h首a木数銅I 平均
6 

, 
1 一一 一 一一 31 5.00 

s d・
一

]0 
一

1~ 同 1 
、

2 1 41 11 11.00 

1M! 1壬 1 2 3 1 1 91 25 12.4<1 

16 1 5 9 1 2 I 181 51 13.89 

18. 1 2 11 9 4 1 281 79 14.57 

20 2 6 10 9 '] 2 2 41 1]5 15.70 
伐

22 1 4 5 8 7 4 I 30 85 17.07 

2壬 1 4 10 4 1 20 56 17.9.5 

26 4 5 10 28 17.40 

木 28 2 5 ε“ 、 10 28 18.80 

30 “ c、 2 41 11 19.00 

32 1 1 1 3 8120.67 

B4 1 1 3120.00 

1 一一一一 2 4 4 12 28 26 21 30 28 14 7 1 1 179 

算ba本蛍数換 3 一一一- 6 11 11 34 79 73 59 84 79 39 19 3 3 503 

21"均 6.00 -一 ー一一ー- 13.00 13.00 15.00 16.50 17.79 19.3820.0022.07 24.29 25.43 28.00 32.00 32.00 
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残

存

木

, 

附\爪一m
臼
日m
m
m
m
m鉛
お
初出
品
初
訪ω

、

D

一

賠

9 

国て 5 6 7 8 9 10 11 ヨ 2 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 計 首換数刻Z一l三一均一
14 一一 一 一一一一 1 1 - , 2 6112.50 

16 3 3 8114.00 

18 2 7 3 1 , 14 39 15.07 

20 l 9 11 3 。 ~9 82 15.07 

22 。“ 3 14 9 7 1 1 37 104 15.62 

24 1 9 13 16 6 1 46 130 16.43 

26 1 。u 7 4 7 B 39 82 17.31 

一 ~8 10 5 6 221 62 17.91 

30 1 3 6 3 1 141 39 18.00 

32 1 4 3 5 131 37 18.92 

34 2 1 3 8119.33 

36 1 2 3 8119.67 

38 1 1 3120.00 

| 計
r 一一

一一一一一一一 1 5 19 43 36 47 29 25 11 一 一 216 

h算a本蛍数換 一一 一一一一一 3、 14 5 生 121 101 132 82 70 3 1 一 一 608 -一

卒均
, 

14.00 1匀.20 20.00 21.44 23.22 24.72 27.45 28.48 32.91 

21 20 19 J8 

上

17 

CU) 

J6 15 

ぎ、

~ 主主

14 13 ]2 11 10 
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1 
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6
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ハ
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O
G
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u
n
O

1

1

1

1

 

1 

2 

一
1

6
4
6
3

-
A
1
A

Q
υ

の
4
1
1

1 

全

林

伐

前

間

1 

-=1_3但竺
計 1 1 - 1 8 21 48 50 72 65 56 18 32  1345 

M開 1- 3- 3 お 64 147 ]53 221 199 172 55 96|¥E057 

卒均 1 10.00 - 14.0016.2518.7619.5021.6421.6123.2325.8928.0032.6731.00 1 



4宮 林業 試 1 験報告 第三十九銭

一「塁~ 9 10 11 12 13 

一 一一一

14 15 16 17 18 19 20 21 晋t l算u本'ffi尊換重 卒均

18 2 1 5 1 91 28 15.56 

20 1 2 2 J1 3 19 58 ]5.68 

間 22 1 4 7 6 19 58 16.84 

24 3 5 7 15 46 17.27 

26 3 7 3 13 40 18.00 

佼 28 1 2 1 1 51 15 18.40 

30 . 1 3 41 12 18.75 

32 1 3 21.00 

5 4 23 20 23 7 1 1 85 

一 一 一 - 3 
15 l ~ 71 61 71 21 3 3 260 

平均 l 一 一 一 - 20…。… • 

芯J 9 10 11 12 ]3 14 15 ]6 17 ]8 19 .~ 21 . 1 計 算ha本蛍数換 卒均

一一ー~、 --

10 1 、 1 8 9.00 

12 1 

一
1 2 6 13.00 . 

14 1 1 1 1 4 12 12.50 

16 3 6 10 3 1 1 24 74 13.83 

18 -u 3 4 11 8 7 4 36 110 14- . 7宮

、 20 1 U 戸 7 8 13 3 37 114 14.43 
残

22 3 7 11 11 12 1 45 138 15.56 

24 3 8 10 11 JU Z“ 3 44 18.5 16.52 

脊 26 1 。戸 7 10 6 4z、4 31 95 16.65 

28 1 q “ r“ 、 12 3 20 6l 17.55 

30 ‘4、J 1 0 44 1 3 1 11 34 17.55 

木 32 n “ ,6 18.00 

34 1 1 6 18.50 

36 

38 

40 1 3 20.00 

計ー 1 - ・ 1 8 20 43 46 49 45 33 11 ζ4臼、 1 1260 

h算a木t書換数 3 3 25 61 132 141 180 138 101 34 6 797 

ー-- ._-ー曹司、

キ:均 川 一 1川川4ω仰0∞01 6 . 2お飢叩5引川18 . 70
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共 3 ( ]l!) 各暦

ぽ 9 10 11 J2 . 13 14 J5 16 17 18 . J 9 ~O ;!1 計- h算a本蛍数換 卒均

一
10 1 1 2 13.00 

12 1 1 1 3 6 13 11.50 

14 1 白。 1 5 11 13.40 

全 16 1 4 1:1 6 7 《・ヲ4 32 72 14.63 

18 ζ“ 、 G 13 6 “ c、 1 29 65 15.10 / 

20 ζ“ 、 。“ 13 23 17 Z“ , 。“ 601 134 16.08 
林 。“。お 1 15 26 37 17 2 881 196 16.57 

自 24 2 20 21 38 13 9 103 230 16.65 

~6 8 8 2-3 15 8 1 1 641 143 17.22 
伐 28 7 12 15 5 39 87 17.46 

前 30 2 7 4 5 18 40 17.67 
ー

32 。“ 4 6~. 13 17.67 

34 3 3 7 20.00 

計 1 2 。“ 12 26 73 101 130 71 31・ 4 1 454-

h算a本営換数 ‘白、 2 4 4 27 56 163 226 290 159 69 9 2 1013 

卒均 12.00 12.00 13.00 15.00 15.50 17.52 21.51 22.12 24.02 24目 68 25.48 32.00 26.00 

芯: 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 ~O 21 音ト
ha蛍換

平均
算本数

一
12 ¥ 1 1 2 13.00 

14 1 ーー- 、 1 . 。白 モA念 12.50 

16 1 1 。戸 1 81 18 15.75 

f間 18 1 4 1 ] ，〆 71 16 16.29 

20 7 8 。“ 2 191 43 16.95 

22 。~ 9 12 12 2 371 .83 17目 27
伐

24 3 13 10 戸r 331 74 17.67 
、 F 

26 . 1 5 8 4 1 1 201 45 18.10 

木
28 

『 4 2 61 13 18.33 

30 2 。“ 4 9 18.50 

32 2 2 4 18.00 

34 2 。“ 4 20.0C 

計 一 一 1 1 ‘2 4 29 40 41 19 3 1 141 

一
h算a本蛍数換 2 。“ 4 9 65 90 91 43 7 2 315 

一
卒均 一一 14.00 - 12.00 J5.00 19.50 20 ・ 28 22.50 24.54 24.84 31.33 26.00 
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|芯
, 

算ha本蛍数換15 1 G 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 'I'-*"J 

16 1 3 15.00 

18 
F 

20 。“ 2 6 18.00 

22 \、、
1 1 。・4 6 18.50 

全 24 2 2 。戸 2 1 12 33 19.83 

26 。“ 4 5 ・ B 。ιJ 1 20 56 20.15 

28 ] 5 10 10 A り 1 29 82 20.31 

林 30 1 6 1 12 8 M 。 1 32 90 21.0゚ 

( 関 32 1 。“ μ c、 10 11 4 2 32 90 21.47 

1 4 5 7 8 3 
4・

34 29 82 22.07 

伐 36 3 7. 5 1 16 45 23.25 

1tr 38 1 u 。 4 6 13 36 23.15 

40 、 3 6 1 1 11 30 24.36 

42 ‘ ユ 5 3 1 10 28 24.30 

44 1 1 2 6 23.50 

1 1 - - 1 1 31 8 24.67 
1 

一 一一

1. 1 11 3 27.00 

1 . 1 11 3 27.00 

1 - 4 6 21 21 46 40 29 30 6 2 3 1 1216 

3 - 11 17 59 76 129 112 82 84 17 6 8 3 I I 607 

直径階別樹高階別本数分配表昭和 16 年 3 月第 2 間間伐蛍時

実 1 : (1) 13 極

第 2 害時料事正

k前
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芯ご 11 12 13 J4 ]5 1~ ]7 18 19 20 21 22 23 24. '25 26 27 卒均

]0 1 一一一 11.00 , 
1自 • 
14 1 1 14.50 

16 一- 2 1 17.33 

18 1 3 .2 1 。“ 28 17.00 
之乙ιさ、

20 1 4 10 。" 55 17.89 

22 1 2 12 3 ドI 1 26 80 18.62 

24 8 8 8 3 19.14 
林 26 2 9 5 。‘」 ]91 58 19.57 

白 28 1 1 3 11 15 3 4 381 116 20.66 

30 。" 3 13 12 8 2 
41d 1272 7 

20.70 

伐 32 1 6 U 戸 6 6 1 21.52 

34 1 4 4 11 3 2 t 251 77 21.63 
前

36 2 。ι4 5 3 121 37 22.75 . 
38 1 。~ 4� 12 23.25 

40 2 3 6: ]9 22.83 

42 1 ー 1 3 23.00 
〆

、

44 l 3 25.00 
o 

46 

48 

50 ー 1 1 3 27.00 
一一十

音「 1 - - 1 ζ“ ヲ 5 12 37 32 55 44 34 25 9 1 - 1 259 

算ha木設数換 I υQ 一 一 υ Q 一6 ] 6 37 113 98 168 135 104 77 28 3 - 3 794 . 
一
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14 

J8 
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34 

38 

計

ha常換
算本数

J 卒均 1 10. 0o - - 14.00 1 8.00 則。 - 23.0o 24.67 24.7328.44 29.4329 .3337.00 ー
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可O(cm旬J\。 111213H 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 m 26 27 割引 主h主a本a鍬数 γ「釘サ
14 一一 -ー- 1 一

1 3 15.00 
. 

1゚  2 1 . • 3 9 17.33 

18 ιεJ 2 1 B 7 22 17.44 

_ 20 1 4 10 2 17 .52 17.76 

22 1 2 11 z“ 、 4 1 21 64 18.43 
E霊 24 1 7 8 5 2 23 71 19.00 

26 。白 7 4 2 15 46 19.40 

28 1 1 3 10 ]0 1 1 27 83 20.26 

存 30 。“ 3 11 10 D 戸 31 95 20.46 

32 1 6 4 6 5 1 , 23 71 21.48 

:子事
、 1 4 4 10 3 2 24 73 21.67 

木 、

22.64 36 。ω 2 5 2 1] 33 

38 1 1 1 3 9 23.00 

40 。“ 3 1 6 19 22.83 

42 
, 1 1 3 23.'00 

44 , 1 1 3 l' 25.00 

46 一# 
48 , 

50 1 . 1 3 27.00 

一
計 ) 一 一一 1 4 12 35 29 44' 35 27 19 7 1 - 1 215 

一算ha本嘗敬換 一 一一 一 3 12 37 107 89 J 35 107 83 58 22 3 - 3 659 

一
卒 均 14.00 19.50 20.33 22.40 25.31 28.41 29.6633.33 35.25 35.71 44.00 - 50.00 

其 3 (1[) 各暦

lx | h・凶附L円 Jぬ~l
9 i01112 131415 16 17 18192021 222324 25 2621 1~ï・ 3草本数 」乙1ι斗;!:.5J

一一
14 ]. --1 --2 4 9 112:.5D 

16 2 1 3 7 116.33 

18 1 2 ] 2 61 13 16.67 

全
20 2 3 1 4 3 131 29 18,23 

22 2 5 7 3 17r 38 18.65 

24 4 4 3 2 131 29 20.23 

本 〆 26 ; 2 7 8 ] 0 4 31 69 20、 23

28 r 2 10 11 7 4 34 76 21.03 

問''"問J 
30 1 13 14 9 9 1 47 105 21 ,53 , 
32 1 10 13 14 4 42 94 22.24 

伐 34 2 8 13 5 1 301 67 21 ,.73 

官官 36 1 10 11 9' 1 321 71 22~97 

‘ 231.36 38 1 6 3 8 4 221 49 

40 1 4 4 2 nl 3δ ー 23.64 

42 ~ 2 ユ .1 4 9 123.75 

44 、

品6 'ー " 1 1 2 127.00 

一
計 1 - - 1 一 - 3 6 7 10 26 44 58 65 52 28 8 - 1 310 

一h算a木営換君主 2--2  - - 7 ]3 ]6 22 58 98 130145 116 63 18 - 2 692 

一
卒 均 14.00 一一 14.00 ー ι 1 5 .33 1 8. 0019. 7 1 2 1.8024.3 1 27.2729.7632 . 37 33.73 36.50 38.75 -46.00 
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芯: 9 m111213141516 1718 19 U1222324252627 
haf詰喚

:zp.t勾
算本勢

14 1 - - 1 一一 1 、 3 7 112.00 

16 1 1 , 2 4 16.50 

1R 1 2 
.包

3 7 115.67 

fbl'] 20 1 - 1 2 4 9 119.00 

22 1 1 1 3 7 119.00 

24 2 - 2 2 61 13 20.67 

伐 26 1 2 5 3 11 25 20.91 

28 3 3 5 3 141 31 21.57 

木
30 , 1 2 5 5 1 1'11 31 22.21 . 、

32 4 s 1 81 18 22.63 

34 1 1 2 4 122.50 

36 2 2 1 51 11 23.80 

38 1 ] 2 123 00 

‘一 一
計 1 - - 1 ー- 2 3 2 1 5 9 12 20 15-4 1 76 

一一h算a蛍本換数 2--2 - -4  7 4 2 11 20 27 45 34 9 2 16.9 

一
平均 14.00 _. - 14 . 00 一一 16.0017.3318.0022 . 0023 . 2025.3326.8328 .903 1. 60 33.5036.00 

D\ム(\CHm\()E\9 91011121314 15161718 192021222324252627 計
ha換&ï

:zp.均
ま手本数

14 一一一 一 一一 1 同 . ，・酬 1 2 15.00 
一、、

16 1 1 2 16.00 

18 1 2 3 ・ 7 17.67 

残 20 2 2 1 3 1 91 20 17.89 
, 副圃

22 。" 4 6 。白 141' 31 18.57 . 
24 2 4 1 71 16 19.86 

存
26 2 6 6 5 1 20 45 19.85 

28 2 7 8 。“ 1 20 45 20.65 

木 30 1 12 12 4 4 33 7, 3 20.94 

32 1 10 9 11 3 34 76 22.15 

34 1 。“ 8 12 4 1 281 63 21.68 

36 1 10 9 _ 7 271 60 22.81 

38 1 6 。“ 8 4 211 47 23.3E 
" 

40 1 4 4 2 111 25 23.64 

42 2 1 1 4 9 23.75 

44 一一 一

46 1 ;2 27.00 

921354645 37247L  
ト一一ー

音f 一一一一一一 1 3 5 1 234 

算ha本嘗換数 一一
一 一 一一一- 2 7 11 20 47 78 103 100 83 54 16 - 2 523 

卒均 一一一一一一 14.0018.67 20.40 21.78 24.5726.3430.5233.9134.5937.0039.01 - 46.00 
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.:zp..均

，"'- りCI~l) ，

Dふ
6 

8 

10 

間 I 12 

14 

伐
16 

18 . 

円 20 、

木 22 

24 

26 

28 

30-

32-

3.4 

計

ha音頭
算本数

卒均

ス ギ林間伐試験の成絞(第 1 陪j報告)

資料 銘 3 表 一 直径階別枝下高階別木敏分間表

昭和 4 年 11 月第 1 !問問伐蛍崎、

英 1 . 0) B 種

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1 -

‘ 
. 

‘ 
1 1 2 

, 1 2 5 3 

-・ー 1 3 7 5 5 

ι 2 
t 

1 9 14 9 6 o 1 

1 14 24 19 9 1 1 

1 2 7 ]9 15 15 6 1 1 -
1 2 2 .14 17 10 15 4 1 

2. 、 4 9 13 8 2 1 
, 
町. 4 1 8 7 ~ 5 3 3 1 

7 4 3 3 1 

1 3 8 3 2 
' 

T 1 . 2 ‘ 
司g

1 1 1 

l 

1 ・ 8 17 48 111 97 66 33 11 3 

3 22 18 135 _, 312 273 186 93 31 8 

6.00 23.00 22.47 20.42 22.27 23.46' 23.33 24.85 25.27 24.67 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1 

1 1 。“ 

1 2 5 1 , 
1 2 6 5 荏

1 1 '4 11 . .6 5 1 
., 。戸 17 12 、 5 1 '1 

1 9 7 6 5 1 :1 
司「 1 3 3 9 3 1 

. 1 '1 3 4 1 

1 1 2 2 ー 1 3 

-1 2 1 

2 1 

1 

白 1 . 2 - 6 20 � 37 32 20 9 。“ 

3 6 ー 17 56 1生O 104 90 ,56 ~.25 o 6 

6.0016.0017.00181019.5220.7321.4424.1025-.V 3323.00 

49 

計 h算a本嘗換数 卒均

一
1 3 3.00 

一

4 11 6.25 

11 31 . 5.91 

21 59 7.48 

42 118 7.17 

70 197 7.36 

67 183 7.87 

66 186 8.42 

-39 110 7.79 

32 9.0 8.06 

13 5ユ 8.03 

16 45 7.81 

4 11 8.25 

3 8 6.00 

1 3 6.00 

「L寸F一
計 五果重l 卒均

h、内時怖|

1 3 300 

4 11 6.25 

9 26 5.67 

18 51 7.50 

28 79 7.32 

41 H5 7.59 

30 85 8.40 

20 , 56 9.65 

10 28 8.30 

10 28 8.30 

4 11 10.00 

3 8. I 9.33 

1 , 3 9.00 

一一
‘179 

一
603 
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|\D(C\hn<nm>\) 3 4 5 F 7 s 9 10 11 12 昔l' 算ha蛍方、換数I 平ー均ド

14 2 2 6 7.00 

16 .' 1 1 1 3 s 7.33 

18 1 - 5 3 4 1 14 39 6.86 
残

, 
20 1 1 9 7 7 4 29 82 7.03 

-22 ] “ 。 B ]0 8 9 1 37 104- 7.43 

存
24- 1 2 “ 。 13 14- 7 6 1 46 130 7.89 

26 2 3 8 10 4 1 1 29 82 7.62 

28 3 6 5 4 3 1 22 62 7.95 

木 30 7 4 “ 。 1 14- 39 7.79 
3 2・ 1 1 3 6 1 1 13 37 '�.4� 

34- 1 1 1 s 8 I 8.00 

36 1 
一

1 1 3 B 日 .00

38 1 1 3 6.00 

計- 6 11 28 61 60 34- 13 2 1 216 

算ha蛍木換数 17 31 79 171 169 95 37 6 3 

平均 25.33 25.4-5 22.07 24.36 25.10 24.18 26.00 25.00 28.00 

其 2 ([) 上 暦

尺T L 5 6 7 . 8 9 101112
D(cm)¥ 

τ長十..-.p、主式

一
]0 1 1 3 5.00 

]2 1 1 2 6 5.50 

J4 2 1 1 4 12 7.25 

J6 4 3 5 4 4 4 24- 74- 7.54-

]8 2 ・ 。“ 。“ 6 12 ]2 5 3 1 45 138- 8.24-

20 5 10 18 15 7 1 56 172 8.23 

22 1 2 9 8 17 1::: 14 
一

64 19() 8,] 3 

24- 2 7 5 ]2 18 13 1 1 59 181 8.44 

26 7 ‘5 13 12 5 。“ 4壬 135, 8.20 

28 1 2 1 4 ]0 D g“ 、 25 76 -8.72 

30 1 2 3 正4臼、 6 1 15 46 8.60 

‘ 32 1 1 1 3 '9 9.00 -, 
34- ‘~ 2 6 9.00 

36 . 
一

38 

4-0 1 1 3 8.00 

一
計 4 13 40 40 86 89 60 9 4 345 , 

算ha木f童換惣 12 40 123 133 263 272 184- 28 12 HY57 

一
卒均 22.00 18.61 22.20' 2] .05 22.37 22.94 23.27 24.00 21.00 

|計 1:空襲l 卒均

2'. 
ムよ二

十
小

4
k
q
 

r-、

間

伐

前
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i;:立 4 5 - 6 7 自 9 10 J1 12 h算a木蛍換数 卒均

18 2 1 4 1 1 9 、 28 9.00 
fMJ 20 1 6 3 6 3 19 58 8.21 

22 1 3 6 4 5 19 58 8A2 
伐 ー

24 2 1 2 6 4 15 46 8.60 

26 2 1 4 3 2 1 13 40 8.38 
木 28 4 1 5 15 9.40 

30 1 1 。“ 4 12 9.25 

32 1 1 ム 3 110.00 

計 1 D 戸 13 17 28 17 3 1 85 

h算a本蛍塁換主 3 15 40 53 86 52 9 3 260 

、

卒均 22.00 24.00 20.92 23.06 23.00 24.14 24.00 18.00 

iSJ 4 5 6 7 8 9 ]0 11 12 計- 援護 2p.均

10 1 1 3 5.00 

12 1 1 c“ 、 6 5.50 

14 の“ 1 1 4 12 1.25 

16 4 3 。 4 4 壬 24 74 7.54 
E菜 18 c“ 、 ζ“ ヲ 。“ 4 11 8 5 2 36 110 8.06. 

20 4 4 15 9 4 1 37 114 8.24 

'* 
22 1 1 9 。戸 11 B 9 1 45 133 8.00 

、、、

2性 2 口戸 4 JO 12 9 1 1 44 135 8.39 

26 . 。 4 9 9 3 1 31 95 8.13 

不 28 1 2 ] 4 6 [] > 1 2� 61 8.55 

30 1 れ 2 1 4 1 11 34 8.36 4 

32 1 1 。" 6 8.50 
，・.

, 34 - . 2 2 6 9.00 

36 

38 、

40 1 1 3 8.00 

計 4 12 35 27 69 61 43 6 3 260 . 
h算a本営換数 一12 37 107 83 212 187 132 J8 9 797 

一一
卒均 22.00 18.33 21.9'1 21.11 22.26 2~ . 92 22.93 24.00 22.00 
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其 3 (][)各 暦

is: 3 4 5 6 7 8 9 10 1] 12 計ー h算a本嘗数換 卒:lt)
r 

一
10 1 1 2 7.00 

12 1 3 2 6 . 13 , 6.67 

14 1 2 1 1 5 11 8.20 
全 16 1 3 18 8 2 32 7~ . 8.21 

. 
18 2 2 11 12 1 1 29 65 8.38 

林 20 1 4 10 19 17 8 1 60 '134 . 8.08 

間
22 E 1 ]8 27 22 ]5 4 88 196-8.47 

, 24 3 16 41 27 11 5 103 230 8.41 

伐
.( 

26 2 13 24 16 8 1 64 143 8.28 

前 28 , 1 7 9 ]5 6 1 39 87 8.56 

30 1 2 8 3 4 18 40 8.33 
、

32 1 1 2 1 1 6 13. 7.eo 

34 1 2 3 7 7.67 

一

百十 1 4 16 78 164 ]22 56 ]2 1 454 

算ha本蛍換数 2 9 36 174 366 272 ・ 1 25 27 2 1013 
、. 白‘

平均 ー 12.00 ー 26 .00 22.00 23.10 22.63 22.85 23.46 22.67 28.00 

isj 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 h算a本t書数換 卒J勾

ー

12 1 1 2 8.00 

14 / 1 1 2 4 9..00 

間
16 1 3 3 8 18 8.50 

18 1 2 3 1 7 16 ・ 8.57 

20 2 '4 . 6 6 1 19 壬8 9.00 

伐 22 
、

1 1 6 7 7 12 3 37 83 8.78 

24 1 2 12 9 6 3 33 74' 8.79 
/ 

26 4 。戸 6 4 1 20 45 8.65 

木 28 1 1 1 2 1 6 13 8.17 . . 
30 1 2 1 4 9 9.00 

32 1 1 . 
2 4 7.50 

34 1 1 ‘ 2 4 7.50 

計 1 4 ]8 39 38 32 9 141 

, 
ha嘗換
3手本数

2 9 40 87 85 72 20 315 

.2p.均 22.00 23.00 24.11 22.72 22.74 22.50 22.44 

. 

え
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D\ ;c11n<n] d¥ 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十 h算a本議;換数 卒均

10 1 1 2 7.00 

12 1 3 1 5 11 6.40 

14 1 1 3 7 7.67 

残 16 1 2 J5 。 1 24 54 8.13 

18 1 2 9 9 1 22 49 8.32 

20 1 4 8 1δ 11 Z“ 3 41 91 7.90 

存 22 12 20 15 3 1 51 114 8.24 

24 
, 2 14 29 18 。戸 2 70 156 8.23 

26 。“ 9 19
1 

10 4 44 98 8.11 
'木 28 6 8 13 5 1 33 74 8.64 

30 1 2 7 1 3 14 31 8.14 

32 1 1 1 1 4 9 6.76 
ー

34 1 1 2 8.00 

音|ー 1 3 12 60 12.5 84 24 3 1 313 

一算ha本f吉換数 2 7 27 133 279 187 54 7 2 698 

卒均 12.00 - 27.33 21.67 22.80 22.61 23.29 24.75 23.33 28.00 

資料 第 4 表直径階別枝下高階別本数分配表 l昭和 1 6 年 3 月第 2 悶r.r; f:li.~義時

其 1 (I) R 種

匹"'-. 1目ll(叫ミユ s 9 10 11 

t 

12 ]3 14 算ba木Rl換敏: 卒均

16 , 1 1 3 9.00 

18 

20 1 1 2 6 10.50 
、

全
22 1 1 2 6 9.50 

24 3 2 4 2、 1 12 33 10,00 

26 5 4 6 3 1 1 20 56 10.70 

林 28 8 9 7 2 。“ 1 29 82 10.4.5 

30 1 7 5 11 5 2 1 32 90 10.69 

f61 32 1 4 10 7 6 2 2 32 90 10.84 

伐 34 .3 12 s 5 1 29 82 10.66 

前、./
36 5 ζ“ 予 6 2 ラ 1 16 45 11.50 

38 1 3 4 4 1 13 36 11.08 

40 7 4 11 30 11.36 

42 1 1 2 5 1 10 28 11.40 

44 2 2 6 12.00 

46 1 1 3 8 11.00 

48 
、、

50 1 . 1 3 12.00 

52 1 1 -3 9.00 

青「 5 34 56 56 46 11 8 216 

算ha本首数換 一一
14 95 15.8 158 129 30 23 , 607 

一
卒J勾 26.80 29.76 31.32 32.61 35.13 32.55 30.25 

, 
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6 

24.00 
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1 
残

存

木
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3 I 12.0 

3 I 9.0 

1 

1 

143 l 何
t 30 _.40 39 23 3 十三

n

b a嘗換
算;本致 402 3 19 84 112 110 66 8 

34.0σ 35.14 37.53 33.90 ー 32.9231.65 28.67 卒均
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I"h(m)1 

Dふ
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伐
20 

22 

24 

木 26 

28 

30 

32 

34 

36 

38 

計

算ba~本E'換数

2jS_均
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1 

1 

1 

2 
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1 

1 9 
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スギ林間伐試験の成績(第 1 間報告〉

其 2 (iJ) 上局

10 11 ]2 ]3 14 

1 1 

1 2 

4 1 3 

6 7 2 1 1 
。 7 8 。白 1 

5 9 6 。戸 1 

6 4 6 2、 1 

4 11 JO 4 6 

8 14 11 。

4 9 7 2 3 

4 4 10 4 2 、

4 4 3 1 
』‘臼、 1 1 

。“ 1 3 

1 

1 

. 

1 

42 79 69 38 17 

]29 242 212 J16 5? 

15 

z“ 、

l 

1 

4 

12-

10.00 24.67 26.71 27.87 28.41 28.74 29.65 27.00 

8 日 10 11 12 ]3 14 15 

1 

] 

1 1 

l 3 1 

4 1 

1 2 
, 

2 4 3 1 1 
1 3 4 

1 

1 
• 1 

1 

5 14 ]5 6 2 1 

3 16 42 46 19 6 3 

10.00 28.80 26.00 26.80 27.67 24.00 30.00 

05 

計 b算蛍本換理主 Lf-均

一
1 8 8.00 

2 6 11.50 

3 9 ]2.67 

9 28 11.56 

J8 55 10.94 

26 80 11.62 

28 86 11.36 

19 58 11.37 

38 116 11.68 

40 122 1J .38 

25 77 11.64 
《日3曜 77 11.92 
]2 37 12.09 

4 12 11.75 

6 19 12.17 

1 3 13.00 

1 3 14.00 

1 3 11.00 

259 

一
79垂

一一

算ha蛍本換数I 平均

1 3 8.00 

1 3 12.00 

。“ 6 12.00 

1 3 14.00 

5 16 12.00 

5 16 11.40 

4 12 11.25 

11 33 11.55 

9 28 11.78 
。吋 6 11.00 

1 3 12.00 

1 3 13.00 

1 3 13.00 

一
44 

一
135 

一
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¥DGlk01n3o ¥ 8 9 10 11 12 13 14 15 計- 算ha木蛍換教 卒均

一J4 、

1 1 3 11.00 

16 
r 

1 2 3 9 12.67 

18 1 3 1 z“ 、 7 ζ22 11.45 

残 20 • 1 6 7 2 1 17 52 10.76 

22 1 5 6 5 1 21 64 11.52 1 2 

24 2 5 5 6 4 1 ~3 71 11. 3~ 惨
存 26 5 3 4 2 1 15 46 1] .40 

28 , 3 2 7 7 3 5 27 83 J1.74 

30 1 7 J1 7 5 31 95 11.26 

木 32 3 9 6 2 3 23 71 1].70 

34 4 ‘ 4 9 4 。“ 24 73 11.92 

36 4 4 ー 2 1 J1 33 12.00 

38 2 1 8 9 11.33 

40 :J 、 1 3 6 19 12.17 

42 1 3 13.00 

44 1 1 3 14.00 

46' 

48 

50 1 1 3 11.00 

一言す 9 37 65 54 32 ]5 3 215 

h算a木常換鍛 28 1] 3 199 166 98 46 9 659 

チ均 24.67 26.43 28.28 28.85 28.94 30.40 26.00 

其 3 (盟)各暦

全

|芯
ノ

h算a木常数換6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計ー :Zp.:l全]

14 1 "T 3 4 9 9.00 

16 l 1 1 3 7 12.00 

18 ‘ 1 3 1 1 6 13 12.17 

20 3 4 3 。“ 1 13 29 12.54 

22 -・ 1 3 5 6 2 17 38 12.29 

24 1 2 7 2 1 13 29 13.00 

26 4 4 13 9 1 31 69 11.97 

28 2 9 12 8 2 1 34 76 12.06 

30 6 12 17 9 3 47 105 11.81 

32 5 8 16 7 6 42 94 12.02 

34 、 2 11 8 7 2 30 67 11.87 

36 11 14 日 。 ー . ] 32 71 11.93 

38 1 日 6 7 2 22 49 12.14 , 
'10 1 4 4 2 11 25 11.64 

42 1 2 1 • 4 9 12.00 

44 

46 1 1 2 12.00 

計a 1 26 74 108 74 23 4 310 

一E主E主葺本数頭 2 
、

58 165 241 165 52 9 692 

:zp:均 14.00 ー ‘ ヰ ー ・ 28.00 31.59 30.54 29.57 28.61 27.00 

林

(
間
伐

前
、J
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芯 6 7 8 9 , 10 11 ]2 13 14 15 計a h算a営本換数 卒均

14 1 2 3 7 8.67 

‘ 16 1 1 c“ 、 4 12.00 

18 2 '1 3 7 12.33 
間 20 2 1 1 4 9 12.75 

22 1 1 3 7 ]3.00 

伐
24 1 。“ 2 1 6 13 13.33 . 
26 1 4 5 1 11 25 12.45 

28 1 4 4 3 1 1 14 31 12.14 

木 30 2 2 5 υ 勾 2 14 31 12.07 

32 
. 

2 3 2 8 18 12.38 1 

34 、、 。“ 2 4 12.00 

36 
省除

2 2 1 5 11 12.20 

38 1 1 2 13.00 

計. 正 一 6 12 25 19 10 3 76 

算ha木蛍数換 2 ー ー 13 27 56 42 22 7 ]69 

一l:卒均 14.00 ー - 23.67 29.00 28.00 26.21 26.80 29.33 

13 6 7 8 9 10 11 12 ]3 14 ]5 計ー h算a本蛍換数 卒均

14 1 1 2 10.0.0 

16 1 1 2 ・ 1 2 .00

18 1 1 a 字 12.00

残 20 3 2 2 1 1 9 20 12.44 

。α。" 1 。句 4 5 ー1 14 31 12.14 

, 
24 ' 2 5 7 16 12.71 

存
26 11. 7'(} 3 4 9 4 20 4-5 

28 1 5 8 5 1 20 45 12.00 

木 30 4 ]0 ]2 6 1 33 73 11.70 

32 5 6 13 6 4 34 76 11.94 

34 2 11 6 7 2 28 63 11.86 

36 9 12 6 27 60 11.89 

38 1 日 5 6 2 21 47 12.10 

'10 1 4 4 2 11 25 11.64 

42 1 2 
. 

4 9 ] 2.00 
、

44 , 
, 46 1 2 12.00 

20 62 83 55 ]3 1 234 

算ha本蛍数換 一 - 一司且 一 45 ]39 ]85 123 29 2 523 

平均 29.30 32.10 31.30 30.73 30.00 20.00 

~ 



資 :ドト 第 5 表 直径階別校張階別本;数分配表 EZ 

日召手口 4一年 11 月第 1 間関fiì;蛍時

其 1 〆 (J) B 種
、

豆\、\蛇R(斗con> 120130140 150 160 170 180 190 200210 220 23o 240 250 260 270 280 290 300 310 320 333 340 計卒均

6 ] 1 1 1 160.0 

8 - ー 一 一
目、

10 一 一 一
よ7与+・

全 12 1 - 1 1 一一 一 一 一 1 1 4-1 1.77.50 5韓

14 2 - 1 1 2 2 2 一 一 1 1 11 1 170.00 3l 
林 16 1 2 - 2 5 3 2 3 ] 1 1 1 1 21 1 164.29 

18 旨 6 3 4 2 6 4 2 4 3 5 1 I 42 I 182.62 

〆問向、 。20 I 1 2 3 6 8 12 12 10 5 4 3 1 .1 ~ 2 I 70 I 189.57 
懇

接

伐 22 1 - 3 1 8 9 6 7 ] 2 . 8 6 2 3 - 1 1 67 1 200.30 時、

性1、jーノ 24 I 2 1 3' 2 5 ﾔ 12 4 11 8 6 3 2 - 1 I 66 I 208.79 
26 I 1 1 3 3 5 7 6 4 4 1 - I 2 - 1 - 1 I 39 I 227.95 

E寺
28 I 1 3 - 1 7 6 3 4 - 5 1 - - 1 I 32 I 245.31 111 
30 I ] 3 2 2 1 - 2 - 2 3 - 2 I 18 I 242.22 十』

32 I 3 2 一 一 1 2 4 2 一 一 1 - 1 1 16 1 267.50 

M 1 - - 2 - ， 一 一 一 一一 1 1 4 1 260.00 

、2司

ゼpム~:

36 ' 1 ・ 一 一 一 一- 2 I 3 I 300.00 
¥ 

38 ・1 1 ]. 1 300.00 

音1・ 2 6 ]3 16 20 26 39 35 41 33 42 38 20 ]9 9 , 7 15 3 4 - 6 ー 1 1395 

k 
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伐 28 1 1 2 2 5 2 4 2 りM 1 1 1 1 251 226.40 

前 30 1 1 。“ 1 1 2 2 2 1 2 15 236.00 

32 1 一 一一 2 ‘ 31 276.6'7 

34 1 一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 1 一 一 一一 21 180.00 
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資料第 6 表直径階別枝張階別本数分既表

H百平日 16 (，手 3 月 第二間間伐営時
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懇
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16 1 1 210.00 
、

18 一一一 一

20 1 1 2 245.00 

22 1 一- 1 
2 、 260.00 

24 1 _ 3 1 1 2 _ 2 1 i 
、

12 255.00 

三を 26 2 _ ._ 1 2 “ 。 1 2 _ 4 1 3 -
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28 1 3 1 1 3 _ 2 2 3 5 3 3 1 29 270.00 

30 2 1 _ 1 2 3 。“ 3 2 3 6 2 3 一一一 1 一一一 一 一一 1 32 288.75 

32 1 _ 1 1 2 4 4 3 3 1 4 1 3 3 _ 1 32 287.50 

34 1 3 _ 2 一_ 6 3 6 1 5 一 一 一一
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林
36 1 一一一_ 1 1 2 2 1 寸 1 1 1 1 2 1 16 306.88 

38 1 1 1 1 3 i 1 3 1 可1 3 304.62 
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42 1 一 一 一一 1 1 1 _ 2 2 1 1 10 329.00 
{え

44 1 2 315.00 1 

前、ー〆
46 1 一 一 一 1

_ 1 
3 363.33 

48 
、
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戸
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平均 26.00 - 32.0030.00 26.57 26.67 27.0029.0029.8030.3830.3629.5332.0831.45 34.82 34.62 34.40 36.29 40.0036.00 41.33 37.00 46.00 37.00 -52.00 ー 一一一 30.00
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岡一o 1……… 
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26 1 一 一一 - 2 一一一一一 1 1 一 一 1 1 7 261.43 

28 1 3 1 1 2 - 1 2 -- 3 14 252.14 
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4壬 1 1 2 315.00 
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